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平成27年（2015）

おもな内容

議会報告会を開催
平成27年11月12日㈭～14日㈯
●詳しくは22ページをご覧ください。

●  議案審議 ２～３
●  一般会計決算 4～5
●  常任委員会報告 6～9
●  一般質問（22名が問う） 10～21
●  特別委員会の動き 22
●  組合議会の動き 23
●  こうか再発見  Vol.16 24

水口小学校運動会（関連記事24ページ）



決
算
認
定
・
補
正
予
算
・
条
例
案
件
等
を
慎
重
審
議

　

平
成
27
年
９
月
定
例
会
は
８
月
31
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
31

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各

会
計
決
算
認
定
12
件
、人
事
案
件
７
件
、条
例
案
件
６
件
、平
成
27

年
度
補
正
予
算
案
件
８
件
、そ
の
他
案
件
４
件
、意
見
書
３
件
、請

願
１
件
、議
員
・
委
員
会
提
案
に
よ
る
も
の
２
件
の
計
43
件
が
慎
重

審
議
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
報
告
事
項
と
し
て
、財
政
の
健
全
化
状

況
、あ
い
コ
ム
こ
う
か
の
経
営
状
況
等
10
件
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

決算・補正予算・人事・条例・請願・意見書ほか決算・補正予算・人事・条例・請願・意見書ほか

◆ 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

（
以
上
４
件
、
賛
成
多
数

で
認
定
）

◆ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

◆ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
◆ 

土
地
取
得
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

◆ 

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

◆
病
院
事
業
会
計
決
算

◆
診
療
所
事
業
会
計
決
算

◆ 
介
護
老
人
保
健
施
設
事

業
会
計
決
算

（
以
上
７
件
、
全
員
賛
成

で
認
定
）

◆
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
及
び
決
算

（
全
員
賛
成
で
可
決
及
び

認
定
）

決
算
認
定
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
決
算
特
集
４
〜

５
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
。

◆ 

包
括
外
部
監
査
条
例
の

制
定

◆ 

屋
外
広
告
物
条
例
の
制

定
◆ 

個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

◆ 

手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
◆ 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

（
以
上
５
件
、
全
員
賛
成

で
可
決
）

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利

用
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

獣
害
対
策
事
業
な
ど
国

県
の
補
助
採
択
を
受
け
た

も
の
、
26
億
８
４
２
４
万

円
を
追
加
す
る
も
の
。

※ 

主
な
補
正
内
容
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

◆ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◆ 
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

◆ 

土
地
取
得
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◆ 

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
以
上
８
件
、
全
員
賛
成

で
可
決
）

◆ 

消
防
団
消
防
積
載
車
購

入
（
８
台
）

・
１
９
４
４
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆ 

勅
旨
・
長
野
地
区
信
楽

第
一
汚
水
幹
線
整
備

工
事

・
㈱
三
東
工
業
社

　

３
億
６
６
１
２
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

田
中　

美
代
子
氏

（
水
口
町
宇
川
）

　

竹
﨑　

文
雄
氏

（
水
口
町
泉
）

　

冨
山　

朝
司
氏

（
甲
賀
町
油
日
）

　

中
西　

秀
則
氏

（
信
楽
町
中
野
）

　

大
林　

鉃
男
氏

（
甲
賀
町
高
野
）

　

山
本　
　

洋
氏

（
甲
南
町
深
川
）

　

宮
木
美
智
代
氏

（
甲
南
町
杉
谷
）

（
以
上
７
件
、
全
員
賛
成

で
適
任
）

 

条　

例
 

人　

事

 

契
約
の
締
結

 

財
産
の
取
得

 

平
成
26
年
度
決
算

平
成
27
年
度
補
正
予
算
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○：賛成　●：反対

議会で審議したもの議会で審議したもの
◆
市
道
路
線
の
廃
止

　
 

水
口
町
八
光
地
先

　

八
光
１
号
線
の
廃
止

◆
市
道
路
線
の
認
定

・ 

水
口
町
名
坂
地
先

名
坂
15
号
線

・ 

水
口
町
鹿
深
地
先

鹿
深
１
・
２
号
線

・ 

土
山
町
大
野
地
先

大
野
２
号
線

・ 

甲
南
町
野
田
地
先

野
田
４
・
５
号
線

以
上
６
路
線
の
認
定

（
以
上
２
件
、
全
員
賛
成

で
可
決
）

◆ 

９
月
議
会
で
は
財
政
の

健
全
化
を
示
す
諸
比

率
や
各
出
資
団
体
等

の
経
営
状
況
な
ど
９

件
が
議
会
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

○ 

平
成
26
年
度
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率

※ 
財
政
は
着
実
に
健
全
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

○ 
信
楽
高
原
鐵
道
㈱
の
経

営
状
況

○ 

㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

こ
う
か
の
経
営
状
況

○ 

土
山
町
緑
の
ふ
る
さ
と

振
興
会
の
経
営
状
況

○ 

甲
賀
創
健
文
化
振
興
事

業
団
の
経
営
状
況

○ 

あ
い
の
土
山
文
化
体
育

振
興
会
の
経
営
状
況

○ 

㈱
あ
い
コ
ム
こ
う
か
の

経
営
状
況

○ 

交
通
事
故
の
和
解
・
賠

償
の
専
決
処
分　

３

件
◆ 

所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請

願（賛
成
少
数
で
不
採
択
）

◆ 
議
会
議
員
及
び
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
制
定

◆ 

議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

（
以
上
２
件
、
全
員
賛
成

で
可
決
）

※ 

詳
細
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

 

請　

願

 
議
員
・
委
員
会
提
案

 

議
会
へ
の
報
告
事
項

 

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

議案名 提案者
（請願者）

討　論

清
風
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

市
民
ク
ラ
ブ
・

公

明

党

日
本
共
産
党

無
（
谷
永
）

可

否賛成 反対

意見書案
第15号

憲法９条にもとづく平和外交を
求める立場から、「国際平和支
援法案」、「平和安全法制整備法
案」の廃案を求める意見書の提
出について

小西

山岡・
竹村・
森嶋・
安井

白坂・
谷永 ● ○ ● ○ ● 否

決

意見書案
第16号

川内原発を初めとする原発の再
稼働をやめ廃炉とし、原発ゼロ
政策への転換を求める意見書の
提出について

安井 竹村・
小西 橋本律 ● ○ ● ○ ○ 否

決

意見書案
第17号

国会決議を守りTPP交渉からの
脱退を求める意見書の提出につ
いて

山岡 安井 山中 ●
●

（田中
新〇）

● ○ ● 否
決

請願第２号

国に対し「所得税法第56条の廃
止を求める意見書」の提出を求
める請願書
〔討論・採決は原案に対し〕

草津甲賀
民主商工
会婦人部
代表

小西 谷永・
林田 ● ● ● ○ ●

不
採
択

平成27年度一般会計補正予算（第２号）の主な内容

主な歳出項目 歳出金額
甲賀大原地域市民センター等解体工事の
追加 45,000

鳥獣害対策事業の追加 25,900

小学校耐震補強・大規模改造事業の増額 737,100

中学校耐震補強・大規模改造事業の増額 398,100
インターネットセキュリティ監視システ
ムの導入 1,923

コミュニティ推進基金の積立 179,000

財政調整基金の積立 380,000
市史跡多羅尾代官陣屋跡活用整備事業の
追加 1,228

☆補正後の予算総額：39,775,992千円

（単位　千円）

意見書・請願書の可否
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平
成
26
年
度　

一
般
会
計
決
算

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
執
行
内
容
等
を
審
査

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
を
求
め
る
議
案
は
、
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
９
月
16
日
か
ら
4
日
間
に
わ
た
り
、
収
納

状
況
や
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
、
今
後
の
市
政
に
生
か
す
べ
き

課
題
等
に
つ
い
て
議
論
し
、
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
な
ど
7
の
特
別
会
計
と
４
の
企
業
会
計
決
算
は
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳 

入　

３
７
６
億
３
２
５

２
万
３
２
３
０
円

歳 

出　

３
６
５
億
８
４
７

５
万
５
７
０
４
円

特
別
会
計（
７
会
計
）

歳 

入　

２
１
８
億
７
１
４

９
万
５
２
９
４
円

歳 

出　

２
０
８
億
５
０
万

２
２
３
３
円

企
業
会
計（
４
会
計
）

収 

入　

５
１
億
３
１
８
７

万
６
８
９
１
円

支 

出　

５
４
億
８
３
２
９

万
４
３
４
８
円

一
般
会
計
の
主
な
審
査
内
容

市
長
直
轄
組
織
所
管

　
　

災
害
用
の
備
蓄
資
機

材
は
、
五
カ
年
で
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
非
常
食
等

の
有
効
活
用
は
で
き
な
い

か
。

　
　

26
年
度
か
ら
五
カ
年

計
画
で
取
り
か
か
っ
て
い

る
。
賞
味
期
限
切
れ
は
、

26
年
度
重
点
的
に
整
備
し

た
。
今
後
、
業
者
へ
の
処

分
だ
け
で
無
く
、
有
効
活

用
に
努
め
る
。

　
　

地
域
防
災
計
画
書
の

改
定
作
業
の
繰
越
理
由
、

そ
の
後
の
対
応
が
遅
い
理

由
は
。

　
　

３
月
30
日
に
、
防
災

会
議
の
承
認
を
得
た
。
27

年
度
に
、
修
正
や
印
刷
製

本
を
行
う
た
め
、
繰
越
明

許
と
し
た
。
８
月
末
に
印

刷
完
了
。遅
れ
た
理
由
は
、

緊
急
避
難
所
の
地
域
か
ら

の
報
告
が
遅
か
っ
た
。

総
合
政
策
部
所
管

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

無
料
乗
車
券
交
付
事
業
に

つ
い
て
、
利
用
者
が
対
前

年
比
の
1
．3
%
の
増
加

と
あ
る
が
、
コ
ミ
バ
ス
の

事
業
の
今
後
の
取
り
組
み

の
考
え
は
。

　
　

将
来
的
に
、
定
時
バ

ス
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
の

ド
ッ
キ
ン
グ
を
考
え
て
い

る
。

　
　

自
治
振
興
会
の
事
業

加
算
金
の
使
い
道
の
傾
向

と
使
わ
れ
方
の
チ
ェ
ッ
ク

は
ど
の
程
度
か
。

　
　

当
初
は
、イ
ベ
ン
ト
、

交
流
が
中
心
だ
っ
た
が
、

最
近
は
地
域
課
題
解
決
型

へ
と
移
行
し
て
お
り
、
セ

ン
タ
ー
職
員
が
、
指
導
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
担

当
室
と
し
て
も
、
昨
年
４

地
域
の
自
治
振
興
会
の
監

査
を
行
っ
た
。

総
務
部
所
管

　
　

税
の
不
納
欠
損
は
、

ど
う
い
う
傾
向
が
あ
る

か
。

　
　

地
方
税
法
第
18
条
適

用
の
五
年
時
効
が
7
0
7

件
。
そ
の
他
の
適
用
が

3
4
3
件
あ
る
。

　
　

市
所
有
の
不
明
地
が

多
く
あ
る
が
、
土
地
台
帳

の
整
備
状
況
の
進
捗
は
ど

う
か
。

　
　

滋
賀
県
森
林
整
備
事

務
所
等
と
共
同
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
現
地
が
確
認

で
き
な
い
も
の
が
、
昨
年

ま
で
2
0
4
筆
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
、
面
積
的

に
は
、
98
%
ま
で
わ
か
っ

た
。
今
年
度
中
に
整
理
を

し
た
い
。

　
　

地
方
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
で
、
ど
う
い
う

影
響
が
で
る
の
か
。

　
　

段
階
的
縮
減
は
、
27

年
度
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
５
町
の
交
付
税
の
額

か
ら
一
割
減
。
32
年
か
ら

は
、
10
億
円
程
度
の
減
額

が
見
込
ま
れ
る
。

問答問

答問答

問答

問答問

答問答

総合計画の実現に向けた　　　予算執行と財政運営を議論する　予算執行と財政運営を議論する

コミュニティバスの運行
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会
計
課
所
管　

　
　

基
金
や
預
け
入
れ
先

に
対
し
入
札
等
を
し
て
い

る
と
思
う
が
、
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

　
　

基
金
は
、
最
長
１
年

定
期
。
各
金
融
機
関
の
決

算
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て

預
け
入
れ
し
て
い
る
。

市
民
環
境
部
所
管

　
　

市
民
カ
ー
ド
等
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

切
り
替
え
る
方
向
性
に
つ

い
て
ど
う
か
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
来
年
7
月
の
コ
ン

ビ
ニ
利
用
を
含
め
て
移
行

を
進
め
た
い
。
通
知
カ
ー

ド
が
、
10
月
か
ら
発
送
さ

れ
る
。
来
年
１
月
か
ら
、

交
付
が
始
ま
る
の
で
、
啓

発
に
努
め
る
。

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
の

計
画
と
方
向
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
28
年
１
月
か
ら

小
学
校
三
年
生
ま
で
の
医

療
費
を
無
料
と
す
る
制
度

を
計
画
し
て
い
る
。現
在
、

地
元
の
医
師
会
等
に
説
明

と
協
力
の
お
願
い
を
し
て

い
る
。

　
　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

集
落
の
内
外
を
つ
な
ぐ
と

い
う
考
え
が
、
適
用
で
き

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
根

本
的
な
見
直
し
が
、
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

集
落
地
域
の
概
念
も

難
し
い
部
分
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
踏
ま
え

検
討
す
る
。

健
康
福
祉
部
所
管

　
　

特
定
不
妊
治
療
の
費

用
助
成
実
績
は
、
69
人
で

去
年
の
２
倍
で
あ
る
が
、

こ
の
数
字
を
ど
う
見
て
い

る
か
。
不
育
症
治
療
費
助

成
は
、
１
名
で
あ
る
が
、

周
知
不
足
で
は
な
い
か
。

　
　

数
は
、
２
倍
で
あ
る

が
、
不
妊
に
悩
ん
で
お
ら

れ
る
方
は
多
い
と
思
う
。

本
人
負
担
の
課
題
も
あ
る

が
、今
後
も
P
R
に
努
め
、

大
き
な
視
点
で
検
討
し
て

い
く
。

　
　

臨
時
福
祉
給
付
金
は

他
市
と
比
べ
て
ど
う
な
の

か
。

　
　

他
市
と
比
べ
て
申
請

率
が
低
か
っ
た
。
10
月

で
、
一
旦
申
請
を
締
め
切

る
が
、
１
月
末
ま
で
延
長

し
、
未
申
請
者
に
は
再
通

知
す
る
。

産
業
経
済
部
所
管

　
　

都
市
農
村
交
流
事
業

の
課
題
と
今
後
の
方
向
性

は
ど
う
か
。

　
　

民
泊
の
受
入
家
庭
は
、

１
２
９
軒
。
課
題
は
、
受

入
家
庭
の
受
け
止
め
方
、

認
識
の
差
が
あ
り
、
事
前

説
明
会
を
行
っ
た
。
今
後

も
、
継
続
を
し
た
い
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
を
、
今
後
も
拡
大

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

や
事
業
者
の
感
想
も
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

声
を
参
考
に
今
後
の
事
業

を
考
え
る
。
昨
年
の
よ
う

な
補
正
対
応
は
、
考
え
て

い
な
い
。

建
設
部
所
管

　
　

工
事
請
負
費
の
河
川

維
持
補
修
工
事
に
つ
い

て
、
支
出
済
額

よ
り
不
用
額
が

大
き
い
理
由
は

何
か
。

　
　

維
持
管
理

費
の
執
行
は
、

３
月
末
ま
で
に

何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
事

情
も
あ
っ
た

が
、
今
後
、
多

く
の
地
域
要
望

に
応
え
ら
れ
る

よ
う
有
効
に
活

用
す
る
。

教
育
委
員
会
所
管

　
　

給
食
費
の
年
度
別
滞

納
状
況
の
傾
向
と
理
由
は

何
か
。

　
　

不
納
欠
損
の
保
護
者

は
13
名
。
児
童
20
名
。
居

所
不
明
は
、保
護
者
11
名
。

資
力
無
し
は
、
保
護
者
２

名
。
学
校
か
ら
毎
月
督
促

し
、
教
育
委
員
会
も
、
年

２
回
以
上
訪
問
。
傾
向
と

し
て
は
、
同
一
保
護
者
が

複
数
の
人
数
で
複
数
年
滞

納
し
て
い
る
。

　
　

不
登
校
で
、
30
日
以

上
欠
席
し
た
児
童
生
徒

は
、
1
0
0
名
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
訪
問
相

談
員
等
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
、不
登
校
、

学
校
不
適
応
、
虐
待
な
ど

に
よ
っ
て
支
援
が
必
要
な

子
の
、
関
係
教
員
と
家
の

方
と
も
相
談
。相
談
員
は
、

学
校
の
別
室
指
導
や
訪
宅

し
、
家
庭
学
習
の
支
援
も

行
う
。
巡
回
指
導
員
等
も

い
る
。

反
対
討
論

　

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

評
価
で
き
る
が
、
市
民
生

活
を
支
援
し
て
い
く
と
い

う
点
が
弱
い
。
収
入
未
済

額
や
不
納
欠
損
の
問
題
も

含
め
、予
算
計
上
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
適
正
に
執
行

す
る
と
い
う
行
政
の
姿
勢

を
反
映
し
て
い
く
部
分
に

課
題
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

総
合
計
画
に
基
づ
く
予

算
と
し
て
計
画
的
に
執
行

さ
れ
、
貸
付
金
、
税
金
の

不
納
欠
損
等
の
処
理
に
課

題
は
残
っ
て
い
る
が
、
懸

案
で
あ
っ
た
不
明
土
地
調

査
も
98
%
近
く
進
め
ら
れ

て
お
り
、
監
査
委
員
の
指

摘
ど
お
り
、
適
正
に
さ
れ

て
い
る
と
認
め
賛
成
討
論

と
す
る
。

採
決
の
結
果

　

賛
成
多
数
に
よ
り
決
算

を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

問答問答問答

問答問答問

答問答

問答問

答

問答問答

総合計画の実現に向けた　　　予算執行と財政運営を議論する総合計画の実現に向けた　　

民泊家庭での交流
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◆
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定

歳
入
総
額

６
２
3
万
１
３
７
５
円

歳
出
総
額

４
４
８
万
３
１
３
６
円

　
　

土
地
貸
付
収
入
の
単

価
設
定
に
基
準
は
あ
る
の

か
。
ま
た
契
約
年
数
は
。

　
　

原
則
的
に
は
、
時
価

の
変
動
も
考
慮
し
て
路
線

価
格
を
参
考
に
単
年
度
で

見
直
し
を
し
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
に
て
原
案
ど
お
り
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◆
甲
賀
市
包
括
外
部
監

査
条
例
の
制
定

　

本
条
例
は
、
財
務
の
透

明
性
の
確
保
・
向
上
を
図

る
べ
く
、
現
行
の
監
査
委

員
制
度
に
加
え
、
外
部
の

専
門
家
に
よ
る
監
査
を
導

入
す
る
た
め
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
包
括
外
部
監

査
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
条
例
と
し
て
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

包
括
外
部
監
査
導
入

の
議
論
の
経
過
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
外
部

監
査
委
員
と
議
員
・
議
会

の
関
わ
り
は
。

　
　

合
併
し
て
10
年
、
行

財
政
の
改
革
、
財
政
健
全

化
に
努
め
る
こ
と
が
ま
ず

あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
知

ら
せ
る
こ
と
が
大
事
な
こ

と
か
ら
、
公
会
計
制
度
の

導
入
も
先
取
り
し
な
が
ら

順
調
に
進
め
て
き
た
。
た

だ
も
う
一
ラ
ン
ク
上
の
市

の
事
務
を
め
ざ
し
、
公
会

計
制
度
の
導
入
と
同
時
に

検
討
を
始
め
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
議
会
は
外

部
監
査
委
員
の
説
明
を
求

め
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
と
法
で
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
質
問
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

　
　

費
用
に
つ
い
て
は
交

付
税
措
置
が
あ
る
と
聞
い

た
が
。

　
　

費
用
は
義
務
づ
け

ら
れ
た
団
体
の
例
と
し
て
、

滋
賀
県
で
１
１
７
０
万
円
、

大
津
市
で
１
４
０
０
万
円
。

任
意
で
行
っ
て
い
る
市

の
平
均
が
１
０
０
０
万
円
。

な
お
、
条
例
に
基
づ
く
団

体
に
対
し
て
も
７
７
０
万

円
を
限
度
に
交
付
税
措
置

が
さ
れ
る
。

　
　

予
算
措
置
を
せ
ず
条

例
だ
け
議
決
し
て
よ
い
か
。

　
　

条
例
施
行
が
来
年
度

４
月
１
日
か
ら
で
、
債
務

は
来
年
度
か
ら
発
生
す
る

の
で
予
算
と
同
時
に
議
決

し
な
く
て
も
問
題
は
な
い
。

　
　

第
２
条
に
「
市
」
と

問答

問答

問答問答問

平
成
26
年
度
特
別
会
計
決
算
１
件
、
新
規

条
例
１
件
、
請
願
１
件
を
慎
重
審
査

付託議案

　

当
常
任
委
員
会
は
、
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
付
託
さ
れ
た
議

案
２
件
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

総務常任委員会
総合計画、財政、自治振興、危機管理等に関わる委員会です

あ
る
が
、
誰
が
契
約
す
る

の
か
。
市
長
か
、
監
査
委

員
か
。
外
部
監
査
の
成
果

は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
か
。

　
　

市
長
が
外
部
監
査
委

員
個
人
と
委
託
契
約
を
交

わ
す
も
の
で
あ
り
、
外
部

監
査
委
員
が
報
告
書
を
作

成
し
、
市
長
と
監
査
委
員

両
方
に
報
告
を
す
る
。
そ

の
後
、
監
査
委
員
が
監
査

結
果
を
公
表
さ
れ
る
。
ま

た
、
市
長
が
監
査
結
果
に

基
づ
き
是
正
措
置
を
監
査

委
員
に
通
知
し
、
監
査
委

員
が
措
置
の
公
表
を
す
る

流
れ
に
な
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

◆
請
願　
「
所
得
税
法
第

56
条
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願
書

　

本
請
願
の
審
査
に
あ
た

っ
て
は
、
委
員
会
協
議
会

に
切
り
替
え
、
請
願
者
で

あ
る
、「
草
津
甲
賀
民
主
商

工
会
婦
人
部
」
の
方
よ
り

趣
旨
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
請
願
者
へ
の
質

疑
を
お
こ
な
っ
た
う
え
、
委

員
会
を
再
開
し
、
議
論
・

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

●
反
対
討
論

　

56
条
は
、
恣
意
的
な
法

の
抜
け
道
防
止
の
た
め
に

作
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
は
、
記
帳
義
務
が
あ
り
、

正
確
な
記
帳
は
さ
れ
て
い

る
が
、
白
色
申
告
の
場
合
は

ま
だ
ま
だ
恣
意
的
な
余
地

が
あ
り
56
条
は
ま
だ
必
要
。

　

所
得
税
法
57
条
で
青
色

申
告
と
い
う
特
例
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
家
族
も
女

性
も
労
働
者
す
べ
て
の
給

料
も
必
要
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
。
青
色
申

告
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

　

56
条
廃
止
後
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

税
制
改
革
の
と
き
に
、
3
点

の
課
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、
た
だ
ち

に
廃
止
す
る
こ
と
は
理
解

で
き
な
い
。

●
賛
成
討
論

　

そ
も
そ
も
の
願
意
は
56

条
そ
の
も
の
が
、
家
族
従

業
者
を
認
め
な
い
と
い
う

差
別
的
な
条
項
と
い
う
こ

と
。
こ
こ
が
根
本
問
題

で
、
働
き
分
へ
の
正
当
な

評
価
を
法
律
が
し
て
い
な

い
。
税
制
で
恣
意
的
な
申

告
を
す
る
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
が
、
恣
意
的
な
申

告
を
す
る
余
地
は
極
め
て

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
主

要
国
で
は
青
色
白
色
の
区

別
が
な
く
、
国
連
の
女
性

差
別
撤
廃
委
員
会
で
も
、

こ
の
日
本
の
所
得
税
法
56

条
は
指
摘
さ
れ
、
改
善
が

進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
さ
ら
に
安
倍
政
権

は
女
性
の
地
位
向
上
、
待

遇
の
改
善
を
か
か
げ
て
い

る
が
、
こ
の
流
れ
か
ら
も

逆
行
し
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

答

委 員 会 報 告
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平
成
26
年
度
特
別
会
計
決
算
３
件
・
企
業
会

計
決
算
３
件
・
新
規
条
例
１
件
を
慎
重
審
査

付託議案

　

当
委
員
会
は
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議

案
７
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

全
国
的
に
医
療
の
高
度

化
や
被
保
険
者
の
高
年
齢

化
で
医
療
給
付
費
が
伸
び

て
い
ま
す
。

　
　

保
健
指
導
は
、
健
康

推
進
課
と
の
関
係
は
。

　
　

計
画
作
成
時
に
は
、

健
康
推
進
課
も
ス
タ
ッ
フ

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
　

26
年
度　

所
得
階
層

別
滞
納
者
は
。

　
　
（
資
料
よ
り
所
得
階

層
別
の
滞
納
者
数
の
説
明

を
受
け
る
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

昨
年
度
に
比
べ
て
被
保

険
者
数
が
1
6
4
名
増

と
、
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

検
診
事
業
を
滋
賀
県

医
師
会
に
契
約
し
て
い
る

が
内
容
は
。

　
　

随
意
契
約
に
て
単

価
は
一
件
8
2
0
0
円
で

す
。

　
　

検
診
の
通
知
方
法
が

27
年
度
か
ら
変
わ
っ
た
が

　
　

県
で
統
一
さ
れ
た

も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

　

要
支
援
1
・
2
の
認
定

者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　

介
護
予
防
促
進
の
委

託
費
の
予
算
を
残
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

　
　

事
業
は
す
べ
て
実

施
し
ま
し
た
、
た
だ
価
格

が
安
く
で
き
た
だ
け
で

す
。

　
　

ま
た
滞
納
に
つ
い
て

は
。

　
　
（
資
料
よ
り
説
明
を

受
け
る
）
以
上
３
つ
の
特

別
会
計
は
賛
成
多
数
で
認

定
い
た
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計
決
算
の
認

定
　

本
会
計
は
信
楽
中
央
病

院
会
計
で
あ
り
、
外
来

患
者
の
方
は
減
り
ま
し
た

が
、
入
院
患
者
の
方
が
増

え
、
医
業
収
入
は
、
2
．

4
8
%
伸
び
ま
し
た
。

　
　

医
療
ス
タ
ッ
フ
数
は

問
題
な
い
の
か
。

　
　

基
準
を
満
た
し
た

職
員
配
置
で
す
。

診
療
所
事
業
会
計
決
算
の

認
定

　

本
会
計
は
水
口
診
療
所

会
計
で
す
。
決
算
は
、
市

の
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
が
あ
り
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

ド
ク
タ
ー
確
保
は
問

題
な
い
の
か
。

　
　

厳
し
い
と
こ
ろ
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

会
計
決
算
の
認
定

問答問答問

答問答問答問答

問答問答

　

本
会
計
は
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
さ
さ
ゆ
り
の
会
計
で

す
。
本
会
計
も
、
一
般
会

計
よ
り
繰
り
入
れ
ら
れ
て

黒
字
化
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

繰
り
入
れ
な
し
で
黒

字
化
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

な
し
で
の
黒
字
経

営
は
む
つ
か
し
い
で
す

が
、
部
屋
の
稼
働
率
を

上
げ
る
努
力
を
し
た
う
え

で
、
公
立
の
施
設
が
果
た

す
役
割
を
は
た
し
て
い
き

た
い
。

　

以
上
３
件
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

甲
賀
市
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

皆
さ
ん
の
家
に
送
付
さ

れ
る
、
通
知
カ
ー
ド
か

ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
所

有
し
て
い
た
だ
く
と
、
市

が
設
置
し
た
自
動
交
付
機

で
、
印
鑑
証
明
・
住
民

票
・
戸
籍
証
明
書
な
ど
が

取
得
で
き
ま
す
。
今
回
の

新
規
条
例
は
そ
の
為
の
条

問答

委 員 会 報 告

民生常任委員会
市民の生活と環境、福祉に関わる委員会です。

例
で
す
。
な
お
コ
ン
ビ
ニ

交
付
で
は
、
さ
ら
に
追
加

の
、
課
税
証
明
書
・
所
得

証
明
書
も
発
行
で
き
ま
す

が
、
こ
の
条
例
と
は
別
の

法
律
で
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
委
員
か
ら
多
く
の
質

問
を
行
い
、
執
行
部
よ
り

答
弁
を
求
め
た
後
に
討
論

に
は
い
り
ま
し
た
。

●
反
対
討
論

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
も

の
が
問
題
で
す
。
も
う
少

し
時
間
を
か
け
て
、
制
度

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

●
賛
成
討
論

　

市
民
の
方
が
便
利
に
な

る
こ
と
で
あ
り
、
行
政
に

は
し
っ
か
り
運
用
に
際
し

て
配
慮
す
る
よ
う
に
申
し

伝
え
て
、賛
成
。

　

以
上
賛
成
多
数
に
て
認

定
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

① 

淡
路
市　

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の

資
源
と
考
え
る
『
あ

わ
じ
環
境
未
来
島
構

想
』
に
つ
い
て
。

② 

那
賀
町　

森
林
バ
イ
オ

マ
ス
を
活
か
す
ま
ち

づ
く
り
に
つ
て
『
バ

イ
オ
マ
ス
を
活
か
し

環
境
対
策
に
貢
献
』

③ 

阿
南
市　

個
人
病
院
が

経
営
し
て
い
る
認
知

症
対
応
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
見
学
常
任

委
員
会
通
常
用

視察研修

環
境
対
策
と
し
て
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

を
先
進
地
視
察（
7
月
8
・
9
日
）

菜
種
油
の
バ
イ
オ
燃
料
化
施
設
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7
月
24
日

関
係
者
地
域
説
明
会
開
催

状
況
に
つ
い
て

① 

市
内
の
保
育
・
教
育
を

め
ぐ
る
状
況
。

② 

再
編
計
画
の
基
本
的
な

考
え
方
。

③ 

望
ま
し
い
幼
保
・
小
中

学
校
の
実
現
に
向
け
て

考
慮
す
べ
き
こ
と
。

④ 

再
編
に
よ
る
幼
保
・
小

中
学
校
の
適
正
配
置
計

画
。

⑤ 

再
編
の
進
め
方
と
配
慮

す
べ
き
こ
と
。

　

５
点
を
中
心
に
説
明
会

を
開
催
、
出
席
者
は
延
べ

2
4
1
名
出
席
で
多
数
の

意
見
が
あ
っ
た
と
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
も
質
疑
が
あ

り
、
再
編
の
こ
と
で
地
域

と
保
護
者
が
共
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
図
っ
て
い
け
る

よ
う
に
慎
重
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
再
編
が

決
ま
っ
た
と
い
う
言
い
方

は
し
な
い
で
地
域
の
皆
さ

ま
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

学
校
再
編
と
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
は
、
教
育
委
員

会
と
総
合
政
策
部
の
タ
イ

ア
ッ
プ
で
考
え
る
べ
き
で

あ
る
、
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
幼
保
・
小
中

学
校
再
編
計
画
に
か
か
る

学
区
地
区
説
明
会
が
10
月

20
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
は
「
地
域
協
議
会
」

の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

○
西
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
用
地
に
つ

い
て

　

市
役
所
・
県
合
同
庁

舎
、
消
防
本
部
な
ど
が
立

地
す
る
「
甲
賀
市
行
政
関

連
業
務
施
設
地
区
」
に
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
給

食
セ
ン
タ
ー
用
地
に
、
防

災
機
能
の
充
実
の
た
め

1
，
3
0
0
㎡
の
用
地
を

追
加
購
入
し
、
29
年
度
に

幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
は
地
域
住
民

と
の
合
意
形
成
を

所管事務調査
　

甲
賀
市
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
中
学
校
の
再
編
計
画
に
つ
い
て
関
係
者

地
域
説
明
会
が
６
月
27
日
か
ら
７
月
12
日
に
５
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
７
月
24
日
、９
月
25
日
に
、所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

文教常任委員会
文化やスポーツ、教育に関わる委員会です。

完
成
を
予
定
し
て
い
る
と

の
説
明
で
し
た
。

○
学
校
に
お
け
る
児
童
生

徒
の
状
況
に
つ
い
て

　

学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

て
一
学
期
中
の
市
内
小
中

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
・

不
登
校
等
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
は
、
す
べ
て
の
い

じ
め
を
発
見
・
報
告
す
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
な
い

か
。
ま
た
、
子
ど
も
を
助

け
る
方
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
と
の
意
見
に
対
し
、

学
校
全
体
の
問
題
と
し
て

組
織
で
解
決
す
る
ス
タ
イ

ル
が
大
切
で
、
研
修
会
な

ど
を
通
じ
組
織
で
対
応
指

導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
子

ど
も
が
教
師
に
話
せ
る
雰

囲
気
を
先
生
方
に
指
示
し

て
い
く
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

に
よ
る
い
じ
め
の
状
況
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

 
９
月
25
日

○
保
育
園
等
の
医
療
ケ
ア

児
の
支
援
対
策
の
現
況
に

つ
い
て

　

医
療
ケ
ア
児
の
支
援
に

委 員 会 報 告

視察研修
新
築
さ
れ
た
鹿
島
小
学
校

地域説明会

小
学
校
統
合
の
取
り
組

み
及
び
、
学
力
向
上
対

策
の
状
況
を
視
察

つ
い
て
は
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
児
へ
の
支
援
と
特
別

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

質
疑
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児

の
食
事
の
対
応
は
ど
う
か

と
の
質
問
に
対
し
、
入
園

前
か
ら
聞
き
取
り
、
保
護

者
、
看
護
師
、
調
理
師
、

保
育
士
と
調
整
し
慎
重
な

対
応
を
し
て
い
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
７
月
６

日
、
７
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
石
川
県
中
能
登
町

と
同
県
能
美
市
を
訪
問
し

研
修
し
ま
し
た
。

　

中
能
登
町
で
は
町
内
３

小
学
校
が
統
合
し
て
平

成
27
年
４
月
４
日
に
開
校

さ
れ
た
新
し
い
小
学
校
で

す
。
児
童
数
は
9
4
6
人

で
、
事
業
費
は
26
億
６
千

万
円
、
施
設
・
設
備
の
整

っ
た
学

校
で
あ

り
、「
子

ど
も
た

ち
を
最

優
先
」

に
考
え

地
域
の
人
々
に
丁
寧
な
説

明
会
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
た
に
学

校
を
設
立
す
る
計
画
に
よ

り
、
統
合
が
円
滑
に
進
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

能
美
市
で
は
、
学
力
向

上
対
策
と
し
て
、

・
心
の
教
育
推
進
事
業

・ 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ス
ク

ー
ル
事
業

・ 

の
み
っ
こ
漢
字
テ
ス

ト
、
算
数
テ
ス
ト

　

な
ど
市
独
自
の
事
業
が

実
施
さ
れ
、
学
力
向
上

推
進
委
員
会
で
取
り
組
み

等
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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産業・建設・観光振興・上下水道の整備に関わる委員会です。
産業建設常任委員会

委 員 会 報 告

平
成
26
年
度
特
別
会
計
決
算
等
４
件
、

新
規
条
例
１
件
を
慎
重
審
査

空
き
家
活
用
や
外
国
人
観
光

客
誘
客
等
に
つ
い
て
視
察

付託議案

視察研修

　

当
常
任
委
員
会
は
９
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
平
成
26

年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
３
件
及
び
企
業
会
計
１
件
と
、
新
規
条
例
と

し
て
屋
外
広
告
物
条
例
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。　

当
常
任
委
員
会
は
７
月
13
日
、14
日
の
２
日

間
、京
都
府
綾
部
市
・
城
陽
市
、兵
庫
県
豊
岡
市

に
お
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

平
成
26
年
度
の
主
な
事

業
は
、
水
口
町
山
地
区
や

甲
南
町
池
田
地
区
等
の
整

備
工
事
、
２
つ
の
処
理
場

な
ら
び
に
5
3
1
㎞
に
渡

る
管
渠
お
よ
び
１
５
６
ケ

所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

の
維
持
管
理
な
ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
、
収
入

未
済
額
や
不
納
欠
損
額
、

市
債
や
お
客
様
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
　

平
成
26
年
度
の
主
な
事

業
は
朝
宮
地
区
の
管
路
整

備
等
と
、
25
ヶ
所
の
処
理

場
お
よ
び
1
7
7
㎞
に
渡

る
管
路
と
1
1
8
ケ
所
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
維

持
管
理
な
ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
、
使
用

料
の
賦
課
漏
れ
や
、
不
納

欠
損
、
市
債
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定

　

本
特
別
会
計
は
野
洲
川

の
基
幹
水
利
で
あ
る
野
洲

川
ダ
ム
と
水
口
頭
首
工
に

係
る
施
設
管
理
を
行
う
た

め
の
予
算
で
、
歳
入
は
県

補
助
金
及
び
関
係
５
市
の

負
担
金
、
歳
出
は
管
理
業

務
委
託
、
保
守
・
点
検
業

務
委
託
な
ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
関
係
各

市
の
負
担
金
の
根
拠
と
な

る
面
積
や
業
務
委
託
の
契

約
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処

分
及
び
決
算
の
認
定

　

平
成
26
年
度
は
隠
岐
・

寺
庄
配
水
系
統
整
備
送
水

管
敷
設
工
事
や
虫
生
野
配

水
池
築
造
工
事
の
他
、
老

朽
管
の
布
設
替
工
事
や
下

水
道
工
事
に
伴
う
給
配
水

管
移
設
工
事
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
で
は
会
計
基

準
の
見
直
し
に
伴
う
今
後

の
経
営
方
針
や
、
漏
水
減

免
、
繰
上
償
還
等
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
4
件
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
原

案
ど
お
り
可
決
及
び
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

甲
賀
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
制
定

　

本
条
例
は
屋
外
広
告
物

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
屋

外
広
告
物
の
表
示
及
び
屋

外
広
告
物
を
掲
出
す
る
物

件
の
設
置
や
維
持
に
つ
い

て
必
要
な
制
限
を
行
う
こ

と
で
良
好
な
景
観
を
形
成

す
る
と
と
も
に
、
公
衆
に

対
す
る
危
害
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
で
は
、
国
道

１
号
沿
い
、東
海
道
沿
い
、

国
道
3
0
7
号
沿
い
と
そ

れ
以
外
の
と
こ
ろ
の
違
い

に
対
し
、
第
１
種
禁
止
地

域
で
あ
る
土
山
の
旧
東
海

道
沿
線
の
例
な
ど
に
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
推
奨
基
準
適

用
地
区
や
適
用
除
外
に
つ

い
て
、
業
者
へ
の
指
導
方

法
や
広
報
誌
で
の
P
R
に

つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

研
修
で
は
１
日
目
に
綾

部
市
と
豊
岡
市
を
訪
れ
、

綾
部
市
で
は
「
空
き
家
活

用
定
住
支
援
事
業
」
と

「
都
市
交
流
拠
点
施
設
運

営
事
業
」
に
つ
い
て
、
豊

岡
市
で
は
「
外
国
人
観
光

客
誘
客
事
業
」
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、

２
日
目
は
城
陽
市
に
お
い

て
「
新
名
新
高
速
道
路
を

活
か
し
た
企
業
誘
致
」
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

綾
部
市
で
は
市
内
の
空

き
家
を
有
効
活
用
し
た
定

住
促
進
を
推
進
さ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、「
あ
や
べ

特
産
館
」
を
整
備
さ
れ
、

観
光
振
興
と
地
域
産
業
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　

豊
岡
市
で
は
外
国
人
観

光
客
誘
致
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
平
成
26
年
度

の
市
全
体
の
外
国
人
宿
泊

数
が
前
年
と
比
較
し
46
%

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

城
陽
市
で
は
整
備
中
の

新
名
神
高
速
道
路
城
陽

J
C
T
・
I
C
（
仮
称
）

が
平
成
28
年
度
に
供
用
開

始
予
定
で
、
そ
の
周
辺
の

区
画
整
理
事
業
等
、
新
名

神
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

城
陽
市
で
は
造
成
中
の
工
業
団
地

を
視
察
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市市のの考え考えをを問う問う22人の議員が22人の議員が 一般質問一般質問

平成２７年第３回甲賀市議会定例会一般質問
平成２７年９月１０日・１１日・１４日・１５日

順番 氏　　名 質　　　問　　　事　　　項
1 田中　　実  １　 オウム真理教（現アレフ・ひかりの

輪）信徒の追放運動・取組・対策な
どについて

 ２　 小中学生の自転車利用の安全指導な
どについて

2 竹村　貞男  １　 学校教育にかかる諸問題について

 ２　成年後見制度について

3 白坂萬里子  １　 セーフコミュニティ推進事業の進捗
状況と今後の取り組みについて

 ２　 「義務教育学校」並びに「小・中学
校再編計画」について

 ３　 選挙権拡大に伴う主権者教育を

 ４　 特定介護予防福祉用具の購入について

 ５　 人間ドックの助成金について

4 片山　　修  １　 「空き家対策特措法」制定を踏まえ
た空き家の維持管理について

 ２　 介護人材の育成について

5 橋本　恒典  １　 甲賀市幼保・小中学校再編計画（基
本計画）について

6 山中　善治  １　 リフォーム助成事業後の施策について

 ２　 セーフコミュニティにおける市民の
協働について

7 土山　定信  １　介護施設の情報ネット構築について

8 鵜飼　　勲  １　 「マイナンバー法」が市民に与える
影響と取組課題について

 ２　 公選法の一部を改正する法律の公布に
ついて

 ３　資金運用と公金管理について

9 田中　新人  １　 農協改革について

 ２　 甲賀市の電気柵について

 ３　 国道一号線４車線化の現状について

10 竹若　茂國  １　 2024年（平成36年）第79回滋賀国体に
ついて

 ２　 甲賀北地区工業団地について

 ３　 公益社団法人 甲賀・湖南人権セン
ターについて

11 山岡　光広  １　「老朽消防ホース」の更新について

 ２　 介護保険制度が改悪されたもとでの
実態について

 ３　幼保・小中学校再編計画について

 ４　 メガソーラーの設置と環境対策について

12 森嶋　克已  １　 寺庄「創造の森」の管理運営と将来
構想について

 ２　 甲南Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールの
撤去工事及びハートヘルスパーク内
の施設整備について

順番 氏　　名 質　　　問　　　事　　　項
 ３　 甲賀市内の歴史民俗資料館の管理運

営と（仮称）甲賀流忍術資料館について

13 加藤　和孝  １　 クラウドファンディングによる資金
調達について

 ２　 認知症予防対策の取り組みについて

 ３　 大人のワクチン接種費用の助成に
ついて

 ４　 教育課題について

14 戎脇　　浩  １　 視覚障がい者福祉施策について

 ２　新オレンジプランへの対応について

15 林田　久充  １　 「住み良さランキング2015」の評価
をどう考えるべきか

 ２　工業振興にかかる諸課題の解決策は

16 谷永　兼二  １　 幼保・小中学校再編計画に伴うまち
づくりについて

17 安井　直明  １　マイナンバー制度の問題点について

 ２　小中学校にエアコンを設置せよ

 ３　 広島平和式典への小学生派遣枠の拡
大について

 ４　 土山町における幼保・小中学校再編
計画を問う

 ５　 １日も早く補修し通行できる岩上橋へ

18 小西喜代次  １　 「戦後70年安倍談話」に対する市長
の所見を問う

 ２　 福祉バスの保守点検、管理の現状と
今後の方向性はどうか

 ３　 小中一貫校の子ども、地域への影響
を問う

 ４　 65歳以上の障害福祉施策の充実を

19 田中　將之  １　 学校におけるLGBTの対応について

 ２　障がい者雇用について

 ３　 甲賀市の観光振興について

 ４　 甲賀市版総合戦略について

20 森田　久生  １　 「地域情報化基盤整備事業の進捗状
況と今後の展望」並びに「㈱あいコ
ムこうかの経営」について

21 小河　文人  １　 甲賀市地域防災計画改定について

 ２　 甲賀市の将来にわたる計画推進につ
いて

22 中西弥兵衞  １　 汚水処理施設の未整備地区の早期実
施について

 ２　 「第３回信楽まちなか芸術祭」実施
に向けての現時点での取りくみ方針
を問う

議員が選挙区内にあるものに対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。公職選挙法メモ
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

田中　　実

オ
ウ
ム
解
散
へ
の
運
動
を
進
め
る

オ
ウ
ム
に
対
し
、
市
の
取
組
は

　
　

オ
ウ
ム
に
対
し
、
市

の
取
組
対
応
は
。

　
　
　

平
和
に
暮
ら
す
市

民
の
間
に
住
宅
を
構
え
て
、

住
み
続
け
る
こ
と
に
大
き

な
不
安
と
恐
怖
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
中
、
地
域
の
皆

様
方
が
決
起
集
会
な
ど
の

活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
、
市
と
し
て
も
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
オ

ウ
ム
解
散
へ
の
運
動
を
進

め
る
。

　

私
も
会
長
を
務
め
た
全

国
組
織
「
オ
ウ
ム
真
理
教

対
策
関
係
市
区
町
連
絡
会
」

で
は
、
教
団
解
散
に
向
け

た
法
律
の
制
定
を
活
動
方

針
と
し
、
毎
年
、
国
に
対

す
る
要
請
活
動
を
続
け
て

お
り
、
今
年
１
月
に
は
、

５
回
目
の
観
察
処
分
の
更

新
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
も
、

信
徒
の
主
要
リ
ー
ダ
ー
の

在
籍
が
確
認
で
き
る
と
思

わ
れ
る
８
月
の
初
め
、
公

安
調
査
庁
に
対
し
、
１
日

も
早
い
抜
本
的
な
対
策
を

求
め
た
要
請
書
を
提
出
し

て
い
る
。

　

市
民
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
、

最
も
重
要
な
役
目
で
あ
り
、

今
後
も
毅
然
と
し
て
、
オ

ウ
ム
真
理
教
解
散
を
さ
せ

る
た
め
の
運
動
を
続
け
る
。

　
　

小
中
学
生
の
自
転
車

利
用
の
指
導
は
。

　
　
　
　

毎
年
、
甲
賀
警

察
署
や
民
間
等
の
交
通
安

全
機
関
な
ど
と
協
力
し
て

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
６
月
１
日

の
改
正
に
伴
い
、
自
転
車

利
用
五
則
の
確
認
や
自
転

車
事
故
の
責
任
、
自
転
車

の
歩
道
走
行
に
つ
い
て
指

導
を
行
っ
た
。
今
後
も
全

校
集
会
や
学
校
指
導
の
時

間
を
通
じ
て
、
繰
り
返
し
、

自
転
車
利
用
五
則
の
指
導

を
行
い
、
併
せ
て
、
危
険

度
が
高
い
場
所
の
現
地
指

導
に
も
力
を
入
れ
る
。
ま

た
、
児
童
生
徒
の
自
転
車

の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
、

保
護
者
や
地
域
と
も
手
を

携
え
て
指
導
に
取
り
組
む
。

問市
長

問教
育
長

　
　

教
育
行
政
の
大
方
針

で
あ
る
大
綱
の
内
容
は
。

　
　
　

教
育
方
針
、
教
育

目
標
、
教
育
施
策
の
柱
の

３
項
目
で
構
成
さ
れ
、
総

合
教
育
会
議
で
協
議
・
調

整
後
９
月
末
に
公
表
予
定
。

　
　

小
中
学
校
図
書
館
の

蔵
書
数
の
標
準
を
満
た
す

た
め
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　

図
書
充
足
率

の
低
い
学
校
に
は
、
多
く

の
予
算
を
配
当
す
る
よ
う

に
務
め
て
い
る
。

　
　

公
立
中
学
校
教
科
書

の
採
択
方
法
は
。

　
　
　
　

湖
南
地
区
６

市
で
構
成
す
る
第
２
ブ

ロ
ッ
ク
で
同
じ
教
科
書

を
採
択
。
教
員
、
学
識

経
験
者
、
父
母
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
審
議
会
が

選
ん
だ
も
の
を
も
と
に

教
育
委
員
会
が
採
択
。

　
　

子
ど
も
の
貧
困
に

か
か
る
「
貧
困
の
連
鎖
」

を
断
つ
た
め
甲
賀
市
が

行
っ
て
い
る
施
策
は
。

　
　
　
　
　
　

　

経
済
的
施
策

と
し
て
、
生
活

保
護
世
帯
に
お

け
る
教
育
扶
助
、

ま
た
要
保
護
・

準
要
保
護
家
庭

に
対
す
る
就
学

援
助
費
の
給
付
、

児
童
手
当
や
児

童
扶
養
手
当
の

給
付
に
よ
り
、
生
活
の

安
定
と
自
立
を
促
進
し
、

次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
成
長
に

向
け
た
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
部

内
に
生
活
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、「
学
習
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

市
内
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
人
数
と
割
合
は
。

　
　
　
　
　

小
学
生
17
名
、

0
．3
2
%
。
中
学
生
84

名
、
3
．0
5
%
。

　
　

あ
る
中
学
校
の
女
子

ト
イ
レ
と
甲
賀
中
学
校

の
放
送
設
備
の
改
修
計
画

は
。

　
　
　
　
　

ト
イ
レ
は
５

年
前
か
ら
使
用
不
能
な

状
態
。
大
規
模
改
修
に
合

わ
せ
対
応
す
る
。
放
送
設

備
に
つ
い
て
は
、
８
月
に

改
修
工
事
を
完
了
し
た
。

問市
長

問教
育
部
長

問教
育
長

問

健
康
福
祉
部
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

竹村　貞男

６
月
１
日
と
８
月
６
日
の
両
日

総
合
教
育
会
議
は
い
つ
開
催
し
た
か

平成27年 7月 27日（月）
「自転車交通安全教室」

議員は選挙区内に暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

学校図書の充実が望まれる市内の学校

オウム追放運動
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

白坂萬里子

県
下
初
の
認
証
取
得
に
向
け
臨
ん
で
い
る

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
進
捗
状
況
は

片山　　修

法
に
基
づ
き
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定

特
定
空
き
家
等
に
対
す
る
今
後
の
対
策
は

　
　

認
証
取
得
の
最
大
の

目
的
は
。
ま
た
職
員
の
意

識
改
革
の
進
捗
状
況
と
市

民
意
識
の
認
識
は
。
今
後

の
取
り
組
み
と
効
果
の
分

析
は
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
故
や
怪
我
を
防
い
で
い

く
た
め
に
は
、
世
界
基

準
を
満
た
す
と
い
う
市
長

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
認
証
取
得
を
目
指

す
も
の
。「
自
殺
の
予
防
」

「
交
通
安
全
」「
高
齢
者
の

安
全
」「
子
ど
も
の
安
全
」

「
災
害
被
害
の
防
止
」
の

５
つ
の
テ
ー
マ
に
知
恵
と

工
夫
を
凝
ら
し
、
県
下

初
・
国
内
で
11
番
目
の
認

証
取
得
に
向
け
、
全
庁
挙

げ
て
重
点
事
業
と
い
う
意

識
と
責
任
感
で
臨
ん
で
い

る
。
市
民
・
企
業
・
行
政

が
「
協
働
」
と
い
う
見
え

る
形
で
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
成
果
が

生
ま
れ
る
も
の
と
捉
え
て

進
め
て
い
く
。

　
　

小
・
中
学
校
再
編
計

画
の
説
明
会
で
の
反
響

は
。
ま
た
、
今
後
の
計
画

や
方
向
性
は
。

　
　
　
　

土
山
・
信
楽
・

甲
南
の
一
部
で
説
明
会

を
終
え
て
「
何
を
も
っ

て
適
正
規
模
と
考
え
る

か
」「
小
規
模
校

の
良
さ
を
残
し

て
ほ
し
い
」「
地

域
か
ら
学
校
が

無
く
な
る
と
過

疎
化
が
進
む
」

や
、
ま
た
、「
子

ど
も
は
早
く
多

く
の
友
達
が
い

る
学
校
に
行
き

た
い
」「
小
中
一

貫
教
育
を
速
や

か
に
導
入
す
べ

き
」
等
々
と
い
っ

た
声
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
、
皆
さ
ん
の
声

が
反
映
で
き
る
体
制
の

中
で
再
編
の
是
非
を
含

め
、
十
分
な
協
議
を
進

め
る
中
、
再
編
検
討
協

議
会
（
仮
称
）
や
実
施

計
画
検
討
協
議
会
（
仮

称
）
を
新
し
い
学
校
・

園
単
位
で
立
ち
上
げ
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問教
育
長

　
　
「
特
定
空
き
家
」
の

強
制
撤
去
な
ど
、
危
険
な

空
き
家
等
に
対
す
る
今
後

の
方
針
は
。

　
　
　
　
　

法
に
基
づ
き

特
定
空
き
家
等
に
関
す
る

判
断
基
準
の
作
成
や
空
き

家
対
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
の
空

き
家
等
対
策
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。
所
有
者
に
対

し
て
、
助
言
又
は
指
導
を

行
い
、
改
善
さ
れ
な
い
場

合
は
、
勧
告
、
命
令
、
代

執
行
と
い
う
手
続
き
を

と
り
、
危
険
な
空
き
家
等

の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
　

特
定
空
き
家
の
解
体

撤
去
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

優
遇
措
置
か

ら
外
れ
る
こ
と
か
ら
、
軽

減
措
置
は
で
き
な
い
も
の

と
考
え
る
が
、
国
で
は
、

空
き
家
の
撤
去
や
賃
貸

用
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た

場
合
の
新
た
な
減
税
制

度
の
創
設
を
検
討
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
動
向
に

注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　

本
市
の
介
護
人
材
に

か
か
る
需
給
の
現
状
と
将

来
の
需
給
推
計
は
。

　
　
　
　
　
　
　

介
護
人

材
の
確
保
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
本
市
の
第
６

期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
け
る
今

後
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
量
の
増
加
を

勘
案
す
る
と
、
現

状
移
行
で
推
移
し

た
場
合
に
は
、
本

市
も
確
実
に
介
護

人
材
が
不
足
す
る

と
予
想
し
て
い
る
。

　
　

介
護
事
業
者

と
専
門
学
校
が
連

携
し
た
形
で
の
介

護
人
材
育
成
を
検

討
す
る
と
い
う
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

県
で
は

学
校
等
訪
問
事
業
や
介
護

福
祉
養
成
施
設
の
学
生

確
保
に
繋
が
る
取
り
組

み
へ
の
補
助
等
の
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
本

市
も
こ
れ
ら
の
事
業
へ

の
協
力
等
に
よ
り
、
介

護
人
材
の
確
保
に
繋
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問建
設
部
長

問建
設
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

地域説明会

10年以上も放置されている空き家
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小
中
学
校
の
適
正
規

模
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

　
　
　
　

１
学
級
あ
た
り

の
児
童
・
生
徒
数
は
小

中
と
も
に
35
人
を
基
本
と

し
、
小
学
校
１
・
２
年
は

25
人
が
理
想
。
学
級
数
は

小
学
校
で
は
組
み
換
え
が

出
来
る
12
〜
18
学
級
、
中

学
校
は
12
〜
15
学
級
を
適

正
規
模
と
考
え
て
い
る
。

　
　

平
成
22
年
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
。

　
　
　
　
　

小
学
校
の

保
護
者
で
は
「
小
規
模

校
（
き
わ
め
て
小
さ
い

学
校
含
む
）
の
再
編
は

必
要
」
が
17
％
、「
き
わ

め
て
小
さ
い
規
模
の
学

校
だ
け
の
再
編
は
必
要
」

が
28
％
、「
ど
ち
ら
も
必

要
な
い
」
が
26
％
、「
わ

か
ら
な
い
」
が
18
％
、「
無

回
答
」
が
11
％
と
い
う

結
果
。
中
学
校
の
保
護

者
、
教
職
員
も
大
差
な
し
。

　
　

小
規
模
校
の
課
題
と

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　
　

課
題
は
ク
ラ

ス
ど
う
し
の
切
磋
琢
磨

が
難
し
く
、
子
ど
も
ど

う
し
の
見
方
や
人
間
関

係
の
固
定
化
。
メ
リ
ッ

ト
は
き
め
細
や
か
な
指

導
が
行
い
や
す
く
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
場
面

が
増
え
る
こ
と
な
ど
。

　
　

市
内
で
児
童
が
増
加

し
て
い
る
小
学
校
は
。

　
　
　
　
　

平
成
26
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
柏

木
小
３
人
、
貴
生
川
小

１
８
０
人
、
綾
野
小
14

人
、
佐
山
小
22
人
、
中

部
小
13
人
、
希
望
ヶ
丘

小
５
人
、
朝
宮
小
で
４

人
が
増
加
。

　
　

幼
稚
園
・
保
育
園
の

適
正
規
模
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　

答
申
で
は
幼

稚
園
は
１
７
０
人
規
模
、

保
育
園
は
１
５
０
人
が

適
正
規
模
と
示
さ
れ
て

い
る
。

　
　

再
編
あ
り
き
で
は
な

く
地
域
住
民
の
意
見
を

し
っ
か
り
と
反
映
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　

今
後
、
地
域

で
の
検
討
協
議
会
等
で

し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

問教
育
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

問

教
育
部
長

問教
育
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

橋本　恒典

地
域
と
の
協
議
を
し
っ
か
り
と

幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
は

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
の
成
果
と
、
今
後
の
展

開
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

過
去
４

年
間
の
合
計
は
、
申
込
件

数
２
３
２
６
件
、
補
助
対

象
１
３
８
３
件
、
補
助
金

額
２
億
１
９
８
万
円
、
工

事
費
総
額
２
４
億
３
７

０
７
万
円
、「
び
わ
湖
材
」

の
利
用
は
12
件
。
補
助
金

額
に
対
し
10
倍
以
上
の
直

接
消
費
に
つ
な
が
り
、
大

き
な
経
済
効
果
が
あ
る
と

認
識
す
る
。

　

今
後
は
県
下
有
数
の
木

材
産
地
を
生
か
し
、
甲
賀

産
材
木
の
利
用
促
進
に
つ

な
げ
る
。

　
　
「
三
世
代
定
住
支
援

補
助
事
業
」
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

三
世
代

同
居
を
条
件
と
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

世
代
を
超
え
て
同
居
も
し

く
は
近
隣
に
居

住
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
育
て

の
不
安
解
消
や
、

定
住
促
進
に
よ

る
人
口
減
少
策

と
し
て
他
市
で

も
実
施
さ
れ
て

い
る
。リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
の

継
続
の
必
要
性

も
踏
ま
え
検
討

す
る
。

　
　

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
当
市
の
現

状
と
、
従
来
の
活
動
と
の

違
い
を
問
う
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
殺
者
率
は
、
滋
賀
県
や

全
国
よ
り
若
干
高
い
。
救

急
搬
送
の
う
ち
約
半
数
は

交
通
事
故
で
あ
る
。
不
慮

の
事
故
に
よ
る
死
亡
や
ケ

ガ
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど

増
加
す
る
。
子
供
の
自
転

車
事
故
、
乳
幼
児
の
屋
内

で
の
ケ
ガ
が
多
い
。
災
害

に
対
し
不
安
に
感
じ
る
人

が
多
い
一
方
、
家
庭
で
の

防
災
対
策
は
全
体
的
に
実

施
率
が
低
い
、
な
ど
の
傾

向
が
あ
る
。
成
果
を
数
字

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
警

察
や
消
防
、
医
療
機
関
の

統
計
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
、
活
動
の
方
向
性
を

根
拠
づ
け
ら
れ
る
。

問産
業
経
済
部
長

問産
業
経
済
部
長

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

山中　善治

実
績
を
踏
ま
え
、
今
後
も
検
討
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
「
後
」
は

ともに学びともに育つ（佐山小運動会）

自殺予防ゲートキーパー養成講座

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。
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介
護
施
設
情
報
を
独

自
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
い
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

で
は
な
く
、
市
の
各
種
情

報
紙
な
ど
で
資
料
提
供
し

て
い
る
。

　
　

独
居
老
人
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
「
見

守
り
」
シ
ス
テ
ム

の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
地
域
の
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
よ
り

対
応
を
し
て
い

る
。
県
内
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
事
例
は

少
な
く
、
計
画
の
必
要
性

は
低
い
と
理
解
し
て
い

る
。

　
　

市
は
各
施
設
の
空
き

状
況
ま
た
利
用
金
額
を
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

把
握
す

る
に
は
、
各
施
設
の
協
力

が
必
要
で
あ
り
、
手
間
を

考
え
る
と
差
し
迫
っ
た
緊

急
性
は
感
じ
て
い
な
い
。

　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー（
介
護
支
援
専
門
員
）

が
、市
の
全
般
的
な
情
報

を
ど
の
様
に
し
て
得
ら

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

甲
賀
市

の
「
在
宅
医
療
社
会
資
源

の
し
お
り
」
国
、
県
の
福

祉
医
療
機
構
の
そ
れ
ぞ
れ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲

覧
で
き
る
。

　
　

市
独
自
で
福
祉
の
情

報
を
集
約
し
て
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
、
利
用
者

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
情
報
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
は
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
は
必
要

あ
る
と
思
う
。
市

で
資
料
化
し
て
い

る
も
の
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
か
ら
検
討

し
、
見
守
り
シ
ス
テ
ム
、

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
は
今

後
の
課
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

土山　定信

今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
す
る

介
護
施
設
情
報
の
ネ
ッ
ト
提
供
は

鵜飼　　勲

導
入
を
検
討
す
る

期
日
前
投
票
の
立
会
人
の
公
募
は

　
　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
」
が
市
民
に
与
え

る
影
響
と
取
組
課
題

は
。

　
　
　
　
　
　
　
「
社

会
保
障
・
税
番
号
制

度
」
関
連
４
法
案
の

可
決
、
成
立
後
、
庁

内
部
長
会
議
で
推
進

体
制
の
周
知
を
行
っ

た
。

　

本
年
10
月
５
日
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
対
応
し
た

「
新
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
」

を
稼
働
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

個
人
番

号
交
付
開
始
に
向
け
、
臨

時
職
員
の
雇
用
も
含
め
た

職
員
体
制
の
強
化
や
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
時
間
外
、
休
日
対
応

等
の
専
用
窓
口
の
設
置
を

行
い
相
談
や
手
続
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

公
選
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
つ

い
て
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
期
日
前
投
票
の
立
会
人

の
公
募
」
に
つ
い
て
は
、

政
治
や
選
挙
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
選
挙
を
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
の
機
会
と
し
て
は
、

意
義
あ
る
取
組
で
あ
り
導

入
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

情
報
を
集
め
分

析
し
、
自
ら
が
考
え
、
判

断
す
る
力
を
育
成
し
自
立

し
た
主
権
者
に
な
る
た
め

の
自
覚
を
促
し
そ
の
素
地

を
養
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

資
金
運
用
と
公
金
管

理
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　

リ
ス
ク
管

理
を
徹
底
し
安
全
性
を
優

先
す
る
た
め
に
、
各
所
属

か
ら
の
正
確
な
収
入
・
支

出
を
把
握
し
、
市
長
部
局

と
も
確
実
に
情
報
の
交
換

や
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

ペ
イ
オ
フ
に
関
し
て
の

リ
ス
ク
管
理
も
必
要
と

な
る
が
、
金
融
機
関
の
経

営
状
況
の
把
握
も
し
な
が

ら
、
譲
渡
性
預
金
の
利
用

も
引
き
続
き
行
い
た
い
。

問総
合
政
策
部
長

市
民
環
境
部
長

問選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

教
育
長

問会
計
管
理
者

個人番号カード

▲

市
独
自
の「
社
会
資
源
の
し
お
り
」

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。
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あ
す
ぱ
る
の
相
談
業

務
の
継
続
は
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
居
場

所
は
、
公
民
館
の
学
習
室

と
連
携
し
す
す
め
る
。

　
　

新
た
な
組
織
体
制

は
。

　
　
　
　

平
成
28
年
度
に

向
け
て
組
織
体
制
を
固
め

る
。

　
　

安
心
し
て
仕
事
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
は
。

　
　
　
　

極
力
早
く
す
す

め
る
。

　
　

第
79
回
国
体
誘
致
の

誘
致
手
順
、種
目
選
定
は
。

　
　
　
　
　

関
係
団
体
と

連
携
し
、
施
設
規
模
、
設

備
、
競
技
人
口
を
勘
案
し

て
申
し
入
れ
た
。

　
　

競
技
団
体
と
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
は
。

　
　
　
　
　

ヒ
ア
リ
ン
グ

は
行
っ
て
い
な
い
。
情
報

交
換
は
図
っ
て

い
る
。

　
　

今
後
の
誘

致
活
動
は
。

　
　
　
　

  

競

技
団
体
と
更
に

密
接
な
連
携
を

は
か
り
積
極
的

に
す
す
め
る
。

　
　

こ
の
機
会

を
ど
う
活
か
す

の
か
。

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
拡

大
、
元
気
あ
ふ
れ
る
地
域

社
会
、
本
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
好
機
に
し
た
い
。

　
　

甲
賀
北
工
業
団
地
の

調
査
内
容
は
。

　
　
　
　
　

甲
賀
土
山
イ

ン
タ
ー
周
辺
２
百
ha
を
調

査
、
今
回
、
市
街
化
区

域
59 

ha
の
構
想
を
策
定
し

た
。

　
　

今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年

度
、
新
名
神
四
日
市
亀
山

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
供
用
に

併
せ
て
16 

ha
を
実
施
区
域

に
定
め
た
。

　
　

市
民
へ
の
説
明
責
任

や
議
会
と
の
意
見
交
換

は
。

　
　
　
　
　

市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
し
、
議

会
の
意
見
も
い
た
だ
き
た

い
。

問副
市
長

問副
市
長

問

副
市
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

問

教
育
長

問教
育
部
長

建
設
部
長

問教
育
部
長

建
設
部
長

問教
育
部
長

建
設
部
長

　
　

農
協
改
革
に
対
す
る

率
直
な
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

地
域
農
家
の
声
が

農
協
経
営
に
反
映
さ
れ
、

そ
の
声
を
受
け
る
単
協
と

し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

姿
が
見
え
る
限
り
、
私
ど

も
は
、
支
援
し
て
い
く
。

　
　

農
協
改
革
と
生
活
と

の
関
係
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

農
家
の

所
得
増
大
を
最
大
の
目
的

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

農
業
者
の
生
活
と
直
接
関

わ
る
単
位
農
協
や
事
業
の

見
直
し
は
な
い
。

　
　

求
め
ら
れ
る
担
い
手

へ
の
対
応
強
化
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
各

農
協
に
お
い
て
、
創
意
工

夫
さ
れ
、
担
い
手
及
び
組

合
員
に
対
応
強
化
が
さ
れ

る
と
思
う
。
市
に
お
い
て

は
、
機
械
購
入
補
助
な
ど

既
に
様
々
な
担
い
手
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

甲
賀
市
の
電
気
柵
は

問
題
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県

の
事
故
以
降
、
甲
賀
市
は

随
時
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
人
命
に
関
わ
る
よ
う

な
重
大
な
法
令
に
違
反
す

る
柵
は
な
い
。

　
　

国
道
１
号
線
４
車
線

化
の
現
状
で
U
タ
ー
ン

禁
止
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

現
時
点
で
は

Ｕ
タ
ー
ン
の
規
制
予
定

は
な
い
が
、
供
用
後
、
交

通
環
境
等
を
観
察
し
た
上

で
、
必
要
に
応
じ
て
規
制

を
設
け
る
。

　
　

農
道
に
車
が
溢
れ
る

が
侵
入
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

農
道
入
口
に

「
農
道
に
つ
き
一
般
車
両

の
通
行
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。」
な
ど
の
抑
制
啓
発

看
板
設
置
が
考
え

ら
れ
る
。

　
　

４
車
線
化
の

進
捗
現
状
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　
　

平
成

27
年
度
完
成
を
目

途
に
車
道
の
拡
幅

整
備
及
び
歩
道
の

整
備
を
進
め
て
い

る
。

問市
長

問産
業
経
済
部
長

問産
業
経
済
部
長

問産
業
経
済
部
長

問

建
設
部
長

問建
設
部
長問建

設
部
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

田中　新人

地
域
農
家
の
声
が
農
協
経
営
に
反
映

農
協
改
革
に
対
す
る
率
直
な
所
見
は

竹若　茂國

人
権
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
は
か
る

解
散
予
定
の
あ
す
ぱ
る
甲
賀
の
今
後
は

Uターン車が多い４車線化

あすぱる甲賀の広報誌

議員は選挙区内にお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。
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太
陽
光
発
電
は
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
評

価
す
る
が
、
最
近
、
売
電

目
的
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

無
秩
序
に
設
置
さ
れ
て
き

て
い
る
。
一
定
の
規
制
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

千
kw
以

上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
11

件
、
１
６
２
８
２
kw
で
県

下
一
の
発
電
量
。

　
　
　
　
　

甲
賀
市
景
観

審
議
会
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

６
月
議
会
で
も
取
り

あ
げ
た
が
、「
老
朽
消
防

ホ
ー
ス
」
の
実
態
は
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
か
ら
の
指
摘
を
受

け
、
現
在
市
消
防
団
を
通

じ
て
調
査
中
。
現
在
２
地

区
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と

90
ヶ
所
の
う
ち
大
よ
そ
半

数
以
上
が
30
年
以
上
前
に

製
造
さ
れ
た
も
の
。

　
　

今
後
の
対
策
・

課
題
は
。

　
　
　

調
査
結
果

は
、
各
区
・
自
治

会
長
、
自
治
振
興

会
長
に
報
告
、
実

情
の
認
識
と
改
善

に
向
け
た
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

ま
た
消
防
法
を
遵

守
す
べ
く
、
消
防

団
に
も
実
情
を
認

識
の
上
、
自
主
防
災
会
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
防

災
訓
練
に
取
り
組
む
よ
う

依
頼
す
る
。

　
　

介
護
保
険
制
度
改

悪
で
、特
養
入
所
基
準
制

限
や
利
用
料
負
担
な
ど

の
実
態
は
。

　
　
　
　
　
　
　

４
月
以

降
要
介
護
１
・
２
の
特
養

入
所
希
望
者
は
54
人
、
２

割
負
担
と
な
っ
た
の
は
、

２
５
５
人
。

　
　

幼
保
・
小
中
学
校
再

編
計
画
が
出
さ
れ
た
が
、

「
適
正
規
模
」
の
法
的
根

拠
は
。
文
科
省
が
示
し
た

「
手
引
き
」
と
の
関
連
は
。

　
　
　
　

適
正
規
模
の
定

義
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ

た
も
の
が
な
い
。
答
申
の

考
え
方
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
定
め
た
。
本
市
の
状
況

を
ふ
ま
え
た
な
か
で
の
計

画
。

問市
民
環
境
部
長

建
設
部
長

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問市
長

問健
康
福
祉
部
長

問教
育
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

山岡　光広

景
観
審
議
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
検
討

無
秩
序
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
は
規
制
必
要

森嶋　克已

地
域
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
す
る

寺
庄
「
創
造
の
森
」
管
理
運
営
に
つ
い
て

　
　

市
が
借
り
受
け
て
い

る
「
創
造
の
森
」
の
敷
地

の
地
権
者
数
と
契
約
条
件

は
。

　
　
　
　
　
　
　

寺
庄
区

を
は
じ
め
土
地
所
有
者

十
四
件
の
使
用
貸
借
契
約

を
結
ん
で
い
る
。
現
在
の

契
約
期
間
は
平
成
二
十
一

年
か
ら
十
年
間
で
、
土
地

の
使
用
料
は
無
料
で
固
定

資
産
税
の
減
免
を
講
ず
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

寺
庄
区
と
の
管
理
委

託
契
約
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　

施
設
内

の
便
所
の
清
掃
業
務
と
林

内
歩
道
の
草
刈
り
業
務
で

毎
年
契
約
を
し
て
い
る
。

　
　

市
は
本
施
設
の
管
理

運
営
や
利
活
用
に
も
っ
と

関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
　
　
　
　
　

創
造
の

森
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
方
々
に
よ
り
、
地
域
の

憩
い
の
場
と
し
て
管
理
運

営
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
、
豊
か
な
森
林

資
源
を
活
か
し
た
地
域
に

愛
さ
れ
、
自
然
に
親
し
む

場
と
な
る
よ
う
管
理
や
利

活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
　

ハ
ー
ト
ヘ
ル
ス
パ
ー

ク
甲
南
の
プ
ー
ル
撤
去

工
事
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

　
　
　
　
　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団

と
の
協
議
・
調
整
に
時
間

を
要
し
た
が
間
も
な
く
財

団
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
、
書
類
審
査
の
後
、

工
事
着
手
の
見
込
み
。

　
　

管
理
事
務
所
や
体
育

館
の
雨
漏
り
修
理
は
。

　
　
　
　
　

本
年
度
内
に

修
繕
を
行
う
予
定
。

　
　

施
設
内
道
路
や
駐
車

場
白
線
標
示
の
修
繕
工
事

は
。

　
　
　
　
　

ハ
ー
ト
ヘ
ル

ス
パ
ー
ク
内
の
市
道
の
白

線
標
示
は
十
八
年
、
甲
南

中
央
運
動
公
園
は
十
六
年

経
過
し
て
い
る
。
甲
賀
市

に
は
同
様
施
設
も
あ
る
こ

と
か
ら
優
先
順
位
を
勘
案

し
対
応
す
る
。

問産
業
経
済
部
長

問産
業
経
済
部
長

問産
業
経
済
部
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

問教
育
部
長

寺
庄
創
造
の
森
「
展
望
台
」

山肌を切り開いて設置されたメガソーラー

議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。
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活
動
資
金
の
調
達
手

法
で
あ
る
「
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
自

治
体
で
も
利
用
可
能
に

な
っ
た
。
地
域
活
性
化
を

進
め
る
た
め
な
ど
の
活
動

資
金
の
調
達
に
利
用
す
る

価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

発
案
事
業
自
体
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
方
の

支
援
に
よ
る
事
業
展
開
と

し
て
本
市
の
魅
力
発
信
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
問
題
や
課
題
な

ど
を
整
理
し
な
が
ら
、
調

査
研
究
し
て
い
く
価
値
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
　

認
知
症
は
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
よ
り
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
の
中
で
意
識

の
高
い
方
な
ど
を
認
知
症

予
防
サ
ポ
ー
タ
と
し
て
育

成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

認
知
症

サ
ポ
ー
タ
修
了
者
の
再

教
育
を
国
か
ら
示
さ
れ
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て

進
め
て
い
く
。
甲
賀
市
で

は
、
実
際
に
地
域
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
の
登
録
制
度
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
該

当
年
齢
か
ら
外
れ

た
方
に
対
し
任
意

接
種
と
し
て
助
成

し
て
は
ど
う
か
。

風
し
ん
の
抗
体

価
の
低
い
、
妊
娠

を
希
望
さ
れ
る
女

性
な
ど
を
対
象
に

予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医

と
よ
く
相
談
の
う
え
接
種

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
助

成
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考

え
て
い
る
。
風
し
ん
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
他

の
助
成
制
度
と
の
均
衡
も

考
慮
し
検
討
し
て
い
く
。

問総
合
政
策
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

問

建
設
部
長

健
康
福
祉
部
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

加藤　和孝

調
査
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
は

戎脇　　浩

当
事
者
の
声
を
聞
き
、
施
策
に
活
か
す

視
覚
障
が
い
者
の
方
へ
最
大
の
配
慮
を

　
　

視
覚
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
に
最
も
大
切
な
支
援

給
付
で
あ
る「
同
行
援
護
」

を
使
い
や
す
く
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
課
題

と
確
保
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
事

業
者
が
一
カ
所
の
み
で
あ

る
。
他
市
の
状
況
も
把
握

し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
え
る
よ
う
働

き
か
け
る
。

　
　

視
覚
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
の
避
難
行
動
へ
の
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
防
災

マ
ッ
プ
の
拡
大
版
や
避
難

所
の
整
備
は
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ッ
プ

の
拡
大
版
や
音
声
版
な

ど
の
個
別
対
応
は
名
簿
の

整
備
完
了
後
に
行
う
。
避

難
所
は
整
備
を
進
め
、
障

が
い
者
の
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
に
も
配
慮
す

る
。

　
　

視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
や
身
体
障
害
者
更
生
会

は
、
よ
り
活
動
的
で
明
る

い
生
活
を
営
ま
れ
る
こ
と

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い

る
、
大
変
重
要
な
組
織
で

あ
る
。
会
員
増
強
策
な
ど

の
支
援
は
。

　
　
　
　
　
　
　

手
帳
交

付
時
や
個
別
相
談
時
の

他
、
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
案
内
し
て
い
く
。

　
　

障
が
い
者
福
祉
施
策

に
は
最
大
限
の
配
慮
と
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

　
　
　

障
が
い
の
あ
る
方

の
声
を
十
分
に
お
聞
き
し

法
や
制
度
で
と
ら
え
き
れ

な
い
部
分
も
、
時
期
を
見

な
が
ら
、事
実
を
検
証
し
、

施
策
に
活
か
し
て
い
く
。

ま
た
一
瞬
の
判
断
で
や
れ

る
こ
と
を
実
行
し
、
さ
ら

に
や
る
べ
き
こ
と
を
実
現

す
る
こ
と
、
傍
観
者
と

な
ら
な
い
こ
と
が
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
　
　
　

認
知
症
施

策
の
国
の
計
画
で
あ
る

「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

へ
の
市
の
対
応
に
つ
い

て
。

問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問市
長

他
の
質
問

▲

今
年
度
か
ら
取
り
組
み
の

　

始
ま
っ
た
市
の
計
画

議員や後援会が選挙区内に有料の挨拶広告を出すと処罰されます。
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谷永　兼二

「
甲
賀
の
國
づ
く
り
」
の
視
点
で
検
討

学
校
再
編
後
の
地
域
の
将
来
像
は

林田　久充

「
甲
賀
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア
」
の
開
催

工
業
振
興
に
か
か
る
課
題
の
解
決
策
は

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

　
　
（
仮
称
）甲
賀
北
地
区

工
業
団
地
整
備
計
画
は
、

ど
の
よ
う
な
業
種
の
企
業

誘
致
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　

特
定
の
業
種
で

無
く
、
地
域
を
支
え
、
産

業
振
興
や
雇
用
の
確
保
な

ど
末
長
く
地
域
振
興
に
寄

与
す
る
企
業
誘
致
を
念
頭

に
お
い
て
い
る
。

　
　

企
業
の
技
術
者
や
専

門
職
の
人
材
確
保
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
の

製
造
業
に
あ
っ
て
は
、
人

手
不
足
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
後
、
技
術
者
等
の

確
保
は
、極
め
て
重
要
で
、

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、

喫
緊
か
つ
深
刻
な
課
題
で

あ
る
。
平
成
25
年
度
よ
り

大
学
生
等
を
対
象
と
し
た

「
甲
賀
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア
」を

開
催
し
て
い
る
。

　
　

火
災
等
が
発
生
し
た

場
合
、
住
民
が
、
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
危
険
物

を
取
扱
う
工
場
は
、
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
末
現
在
で
、
２
７
７

事
業
所
に
７
９
８
の
危
険

物
施
設
が
あ
る
。
い
ず
れ

の
施
設
も
、
保
安
距
離
等

消
防
法
の
基
準
は
満
た
し

て
い
る
。
し
か
し
、
万
一

の
火
災
等
に
伴
い
、
周
辺

に
及
ぶ
危
険
性
を

考
慮
し
た
場
合
、
消

防
、
警
察
、
市
が
迅

速
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
仕
組
み

の
構
築
に
向
け
検

討
す
る
。

　
　

工
場
の
異
臭

問
題
の
根
本
的
解

決
に
向
け
た
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

８
月
に
、
県
と
共
に
立
ち

入
り
調
査
を
実
施
し
、
臭

気
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
な

ど
確
認
し
、
濃
度
測
定
な

ど
を
指
導
し
た
。
今
後
も
、

効
果
や
臭
い
の
状
況
を
注

視
し
、
協
議
指
導
を
継
続

す
る
。

　
　
　
　

県
立
信
楽
高
校

の
工
業
系
学
科
の
新
設

に
向
け
た
県
要
望
の
ポ

イ
ン
ト
等
質
問
致
し
ま

し
た
。

問副
市
長

問総
合
政
策
部
長

産
業
経
済
部
長

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問市
民
環
境
部
長

そ
の
他

　
　

少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
に
よ
り
、
将
来
多
方

面
に
わ
た
る
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
地
域
ご
と
の
人

口
動
向
を
注
視
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
定
住
・
移
住
促
進

や
U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー

ン
施
策
の
成
果
と
課
題

は
。

　
　
　
　
　
　
　

社
会
動

態
か
ら
見
る
と
、
転
出
者

が
転
入
者
を
上
回
っ
て
い

る
。
出
産
、
死
亡
な
ど
の

人
口
変
動
も
含
め
勘
案
す

る
と
人
口
減
少
は
着
実
に

進
ん
で
お
り
、
い
か
に
人

口
減
少
の
波
を
緩
や
か
に

す
る
か
が
課
題
。

　
　

学
校
再
編
計
画
説
明

会
で
は
地
域
の
活
性
化
や

少
子
化
に
つ
い
て
の
質
問

が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
示

さ
れ
る
「
甲
賀
の
國
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は

学
校
再
編
計
画
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

人
口
減

少
は
各
分
野
か
ら
総
合
的

な
視
点
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
最
重
要
課
題
で
あ
る
の

で
、
学
校
再
編
計
画
に
つ

い
て
も
一
つ
の
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

　
　

学
校
再
編
に
よ
り
過

疎
化
の
悪
循
環
が
進
む
の

で
は
と
い
う
不
安
の
声
が

あ
る
。
再
編
後
の
地
域
の

将
来
像
は
ど
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
か
。

　
　
　

地
域
に
お
け
る
最

高
の
宝
は
人
づ
く
り
で
あ

る
。
そ
の
基
礎
・
基
本
は

教
育
で
あ
る
故
に
、
教
育

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

は
本
市
の
発
展
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
今
後
、
地

域
の
将
来
像
を
描
い
て
い

く
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ま

方
と
一
緒
に
な
り
、
よ
り

良
い
生
き
方
を
学
び
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
強
め
な

が
ら
活
性
化
に
寄
与
す
る

よ
う
な
方
策
を
「
甲
賀
の

國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
視
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
。

問総
合
政
策
部
長

問

総
合
政
策
部
長

問市
長

市内工業団地

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。
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戦
後
70
年
安
倍
談
話

へ
の
所
見
を
問
う
。

　
　
　

私
の
戦
後
70
年
の

思
い
は
、
国
に
お
い
て
も

不
戦
の
誓
い
を
堅
持
し
、

平
和
国
家
の
貢
献
へ
の
努

力
を
期
待
す
る
。

　
　

老
朽
化
し
た
福
祉
バ

ス
の
更
新
、車
イ
ス
対
応
、

利
用
対
象
拡
大
の
検
討
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

車
イ
ス

は
更
新
の
と
き
に
検
討
、

利
用
目
的
に
沿
え
ば
、
区

自
治
会
な
ど
で
も
利
用
は

可
能
。

　
　

学
校
再
編
計
画
の
中

で
、
小
中
一
貫
校
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
計
画
の
い

か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
実

施
す
る
と
あ
る
が
、
小
中

一
貫
校
の
教
育
上
の
効

果
、科
学
的
論
拠
は
何
か
。

ま
た
、
唐
突
な
提
案
だ
が

議
論
の
経
過
と
内
容
は
ど

う
か
。

　
　
　
　

文
科
省
の
実
態

調
査
報
告
や
本
市
の
先
進

地
域
の
調
査
研
究
で
も
成

果
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
、
９
年
間
を
視
野
に

連
続
性
、
一
貫
性
を
も
っ

た
教
育
の
導
入
が
有
効
で

そ
の
教
育
的
効
果
が
期
待

で
き
る
。
教
育
委
員
会
で

十
分
討
議
の
結
論
で
あ
る
。

　
　

自
治
振
興
会
は
小

学
校
区
を
単
位
と
し
て

設
立
さ
れ
た
が
、
小

学
校
が
統
廃
合
さ
れ

れ
ば
、
自
治
振
興
会

設
立
の
基
礎
的
エ
リ

ア
・
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
と
整

合
性
は
ど
う
か
。
矛

盾
す
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　

現

時
点
で
は
、
活
動
エ

リ
ア
や
組
織
数
は
現

状
の
ま
ま
と
し
て
、
引
き

続
き
、
自
治
振
興
会
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

　
　

高
齢
の
障
が
い
者
へ

の
今
後
の
課
題
と
計
画
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
の
計

画
に
則
り
、
生
涯
を
通
じ

一
貫
し
た
支
援
に
努
め
、

地
域
社
会
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。

問市
長

問健
康
福
祉
部
長

問

教
育
長

問総
合
政
策
部
長

問健
康
福
祉
部
長

安井　直明

今
年
度
末
に
通
行
の
予
定

岩
上
橋
は
い
つ
通
れ
る
の
か

小西 喜代次

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
効
果
的

な
ぜ
小
中
一
貫
校
の
提
案
な
の
か

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

　
　

通
行
で
き
る
岩
上
橋

へ
の
工
程
と
、
い
つ
完
成

で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　

９
月
15
日
入

札
で
、
平
成
28
年
３
月
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　

戦
後
70
年
節
目
の

年
。
戦
没
者
追
悼
式
の
児

童
の
発
表
は
ど
れ
も
素
晴

ら
し
く
感
動
し
た
。
今
日

ま
で
の
参
加
者
と
参
加
応

募
者
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

市
内
小
学
校

６
年
生
の
全
児
童
を
対
象

に
募
集
を
行
い
、
定
員
を

超
え
て
い
る
た
め
抽
選
に

よ
り
参
加
者
を
決
定
。
参

加
者
の
推
移
は
平
成
17
年

度
の
10
名
か
ら
、
段
階
的

に
増
員
し
、
平
成
25
年
度

か
ら
28
名
。
28
名
と
な
っ

て
か
ら
応
募
者
は
、
平
成

25
年
度
は
49
人
、
26
年
度

は
40
人
、
27
年
度
は
56
人

の
応
募
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

広
島
平
和
式
典
へ
の
小

学
生
派
遣
枠
の
拡
大
を
せ
よ
。

　
　
　
　

記
念
式
典
へ
の

参
加
は
、
当
面
は
児
童
の

代
表
28
名
と
す
る
。

　
　

今
回
で
５
回
目
の
質

問
と
な
る
。
今
年
度
の
中

間
で
は
あ
る
が
、
室
温
測

定
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

測
定
回
数
は

約
１
万
5
0
0
回
の
う

ち
、30
度
を
超
え
た
の
は
、

６
%
。
35
度
を
超
え
た
日

も
あ
っ
た
。

　
　

小
中
学
校
に
エ
ア
エ

コ
ン
を
新
年
度
で
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

温
度
測
定
を
し

て
お
り
、
今
年
度
の
結
果

も
見
極
め
な
が
ら
適
切
な

時
期
に
判
断
す
る
。　

　
　

幼
保
・
小
中
学
校
再

編
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
た
が
設
問
は
、

「
適
正
規
模
で
な
い
」
と

あ
り
、
恣
意
的
・
誘
導
的

で
中
立
性
に
欠
け
る
。

　
　
　
　

様
々
な
考
え
が

反
映
で
き
る
選
択
肢
を
用

意
し
た
設
問
で
、
特
に
恣

意
的
・
誘
導
的
で
あ
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

メ
リ
ッ

ト
は
、
適
正
な
社
会
保
障

給
付
の
実
現
や
、
申
請
や

書
類
の
簡
素
化
、
身
分
証

明
書
利
用
で
き
る
こ
と

等
。
リ
ス
ク
要
因
は
「
な

り
す
ま
し
」
に
よ
る
被
害

の
発
生
。
詐
欺
犯
罪
な
ど

の
恐
れ
が
考
え
ら
れ
る
。

問建
設
部
長

問総
務
部
長

問教
育
長

問教
育
部
長

問教
育
長

問教
育
長

問総
合
政
策
部
長

年度末通れる予定の岩上橋

保育園、小学校、自治振興会による
雲井小学校の学区運動会

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。
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今
回
は
「
甲
賀
市
地

域
情
報
化
基
盤
整
備

事
業
」
と
、
関
連
す

る
「
㈱
あ
い
コ
ム
こ

う
か
の
経
営
状
況
」

等
を
一
問
一
答
方
式

で
質
問
。

　
　

総
予
算
51
億
円
で
取

組
ん
だ
「
地
域
情
報
化
基

盤
整
備
事
業
」
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
展
望
は
。

　
　
　

市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
為
、
安
全
安
心
情

報
の
提
供
と
初
期
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
音
声
放
送

端
末
機
の
設
置
を
進
め
て

き
た
。
今
後
は
Ｉ
Ｔ
Ｃ
社

会
に
順
応
す
る
地
域
力
の

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。

　
　

総
事
業
予
算
51
億
円

が
最
終
ど
の
程
度
の
事
業

費
で
収
ま
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
の

音
声
放
送
端
末
機
新
設
費

用
も
含
め
総
額
47
億
円
程

度
で
収
ま
る
見
込
み
。

　
　

市
の
出
資
割
合
が
極

め
て
高
い
「
㈱
あ
い
コ
ム

こ
う
か
」に
対
す
る
運
営
・

経
営
責
任
等
、
市
と
し
て

の
関
わ
り
認
識
は
。

　
　
　
　
　
　
　

事
業
内

容
や
目
指
す
方
向
性
等

重
要
事
項
に
常
に
関
与
す

る
。

　
　

同
社
の
今
ま
で
の
収

支
決
算
状
況
と
今
後
黒

字
決
算
が
見
込
め
る
時
期

は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26

年
度
ま
で
は
純
利
益
マ
イ

ナ
ス
の
状
況
で
あ
っ
た
が

平
成
28
年
度
以
降

は
黒
字
決
算
が
見

込
め
る
。

　
　

同
社
へ
長
期

貸
出
金
の
現
状
と

返
済
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　

市
の
長
期
貸
出
金

は
７
億
円
。
平
成

28
年
度
か
ら
返
済
が
始
ま

り
35
年
度
で
完
済
。

　
　

同
社
の
代
表
取
締
役

が
非
常
勤
で
あ
る
の
は
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
面
か
ら
問
題

と
考
え
る
が
認
識
は
。

　
　
　

非
常
勤
で
あ
る

が
、
連
日
出
社
し
陣
頭
指

揮
を
願
っ
て
い
る
。
代
取

を
代
行
す
る
立
場
で
支
配

人
と
し
て
専
務
取
締
役
も

配
置
し
万
全
を
期
し
て
い

る
。

問市
長

問総
合
政
策
部
長

問総
合
政
策
部
長

問

総
合
政
策
部
長

問総
合
政
策
部
長

問市
長

　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
層
を
含
む

性
的
少
数
者
は
、
電
通
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
が

今
年
4
月
に
全
国
約
７
万

人
を
対
象
に
実
施
し
た
調

査
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
層
に

該
当
す
る
人
は
７・
６
%

と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
た
と
え
ば
甲
賀
市
の

８
月
末
の
人
口
で
計
算
す

る
と
、約
７
千
人
に
な
る
。

渋
谷
区
で
「
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
」
が
成

立
す
る
な
ど
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

層
へ
の
認
知
・
理
解
は
深

ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ

ま
だ
理
解
が
進
ま
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

欧
米
で
は
、
同
性
愛
者

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
調
べ
ら
れ
て
お
り
、

特
に
10
代
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
が
も
っ
と
も
損
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

子
ど
も
た
ち
は
「
体
が
女

だ
か
ら
、
女
の
制
服
を
着

な
く
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ

た
り
、
い
じ
め
の
対
象
に

な
り
、
不
登
校
に
つ
な

が
っ
た
り
、
自
傷
行
為
を

し
て
し
ま
っ
た
り
と
、
生

き
に
く
さ
を
感
じ
て
い

る
。

　

一
昨
年
行
わ
れ
た
「
教

員
約
６
千
人
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

意
識
調
査
」
で
は
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
授
業
で
取

り
扱
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
先
生
は
73
％
と

い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
対

す
る
先
生
の
意
識
に

つ
い
て
、
ま
た
児
童

生
徒
へ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

市
の
人
権

教
育
基
本
計
画
の
中

に
は
様
々
な
人
権
課
題
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
性
の
多

様
性
」
も
含
ん
で
い
る
。

性
別
に
関
係
な
く
「
一
人

の
ひ
と
」
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
社
会
に
向
け
教
員
も

指
導
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
に

対
し
て
は
発
達
段
階
を
配

慮
し
な
が
ら
、
性
別
に
よ

る
固
定
的
な
意
識
に
と
ら

わ
れ
ず
一
人
ひ
と
り
が
多

様
な
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
指
導
を
し
て
お
り
、
今

後
も
こ
の
問
題
を
踏
ま
え

つ
つ
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

教
育
長

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

田中　將之

「
一
人
の
ひ
と
」
と
し
て
尊
重
す
べ
き

学
校
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
対
応
は

森田　久生

Ｉ
Ｔ
Ｃ
社
会
に
順
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
」
の
展
望
は

©Yasuharu　Hidaka,phD（2014.7）

▲

当
初
の
「
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
」

説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。
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近
時
、
各
地
で
芸
術

祭
が
増
え
て
い
る
背
景
に

は
観
光
や
移
住
を
効
果
と

し
て
期
待
す
る
も
の
が
多

い
が
本
市
と
し
て
も
来
年

開
催
予
定
の
「
ま
ち
な
か

芸
術
祭
」
を
地
方
創
生
に

よ
る「
甲
賀
の
國
づ
く
り
」

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ロ
ー
カ

ル
に
輝
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
羽
ば
た
く
良
き
機
会
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

地
方
創
生
の
取
り

組
み
は
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
長
期
的
視
点
で
築
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

信
楽
焼
の
振
興
と
共
に
甲

賀
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
「
大
地
の
芸
術
祭
」

の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

あ
る
北
川
フ
ラ
ム
氏
は

「
地
域
の
人
々
が
地
域
の

良
さ
に
気
づ
き
、
誇
り
を

も
て
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
に
や
る
こ
と
が

大
事
だ
」
と
言
っ
て
い
る

が
、
新
し
い
企
画
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

来
年
度
予
定
の

「
第
３
回
ま
ち
な
か
芸
術

祭
」
は
過
去
２
回
の
経
験

と
反
省
の

も
と
若
い

方
々
を
中

心
に
「
地

域
お
こ
し

協
力
隊
」

の
制
度
も

有
効
に
活

用
し
て
取

り
組
む
方
針
。

　
　

詳
細
内
容
や
組
織
体

制
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。

　

決
し
て
大
型
な
予
算
を

望
む
も
の
で
は
な
い
が
国

内
外
に
広
く
P
R
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
メ

デ
ィ
ア
を
上
手
に
利
用
す

る
と
共
に
、
都
市
部
に
情

報
発
信
拠
点
の
よ
う
な
も

の
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
　
　
　
　
　
　

去
る
８

月
に
第
１
回
の
策
定
委

員
会
が
開
か
れ
、
陶
芸
界

だ
け
で
な
く
、
S
K
R
や

茶
業
団
体
、
区
、
自
治
会

の
他
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
参
画
を
得
て
企

画
、
立
案
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
予
算
等
に

つ
い
て
は
今
後
の
具
体
的

な
計
画
を
見
な
が
ら
措
置

を
講
じ
る
予
定
。

問市
長

問市
長

問産
業
経
済
部
長

小河　文人

決
し
て
軽
く
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

防
災
会
議
は
機
能
し
て
い
る
の
か

中西 弥兵衞

甲
賀
か
ら
世
界
へ
と
広
が
る
祭
り
に
し
た
い

「
第
３
回
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」
を
問
う

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
一般質問

　
　

25
年
に
災
害
対
策
基

本
法
が
改
正
、
同
9
月
台

風
18
号
が
来
襲
、
翌
年
3

月
地
域
防
災
計
画
の
改
定

に
予
算
が
可
決
、
6
月
に

改
定
計
画
を
業
者
に
委
託

さ
れ
て
い
る
。
同
年
11
月

第
一
回
開
催
で
18
号
台
風

を
報
告
、
本
来
な
ら
4
月

に
防
災
会
議
を
開
く
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
り
返
る
と
そ
う
い
っ
た

よ
う
な
認
識
を
し
て
い

る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
各
地
域
の
現
状
は
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
を
超
え
る
区
が
あ

る
の
で
、
す
べ
て
が
カ

バ
ー
で
き
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　
　

防
災
計
画
の
中
で
重

要
な
の
が
、
避
難
行
動
要

支
援
者
の
救
済
が
必
要
不

可
欠
で
あ

る
。
名
簿

の
作
成
は

い
つ
で
き

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
年
12

月
を
メ
ド
に
以
前
の
「
災

害
時
要
援
護
者
名
簿
」
と

の
名
寄
せ
、
新
た
な
対
象

者
リ
ス
ト
の
作
成
、
同
意

確
認
を
行
い
「
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
」
に
移
行

し
て
い
き
た
い
。

　
　

部
局
横
断
的
な
連
絡

会
議
が
必
要
で
は
な
い

か
。

危　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
簿
作
成
後
、
支
援
計
画

に
着
手
し
、
そ
の
後
対
応

し
た
い
。

　
　

将
来
に
わ
た
る
計
画

推
進
に
つ
い
て
、
第
2
次

総
合
計
画
策
定
の
見
解
を

問
う
。

　
　
　

第
1
次
総
合
計
画

の
成
果
と
課
題
を
検
証
し

10
月
に
策
定
す
る
地
方
創

生
総
合
戦
略
を
包
括
し
策

定
を
行
う
。

　
　

六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
で

本
市
の
提
案
事
項
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
13

に
世
界
遺
産
登
録
を
宣
言

し
て
お
り
、
六
古
窯
と
し

て
再
度
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
に

盛
込
む
よ
う
に
本
市
の
提

案
を
伝
え
て
い
る
。

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問

健
康
福
祉
部
長

問危
機・安
全
管
理
統
括
監

問市
長

問産
業
経
済
部
長

▲

身
体
の
不
自
由
な
方
を

　

ど
う
助
け
る
か
。
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■
兵
庫
県
淡
路
市

　

委
員
会
構
成
は
希
望
者

７
名
で
、「
広
報
広
聴
調
査

特
別
委
員
会
」
と
し
、
議

会
報
告
会
も
担
当
。

「
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
」

が
目
標
と
の
こ
と
で
す
。

　

体
制
的
に
副
議
長
が
委

員
長
を
つ
と
め
、
議
会
で

の
位
置
づ
け
を
高
め
る
配

慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
委

員
会
と
し
て
常
に
改
善
、

向
上
に
意
欲
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
姿
勢
は
学
ぶ

べ
き
で
す
。
今
年
か
ら
紙

面
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

名
称
も
「
こ
ん
に
ち
は
議

会
で
す
」
に
変
え
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

■
和
歌
山
県
紀
の
川
市

　

編
集
は
、
表
紙
写
真
は

季
節
感
を
意
識
、
余
白
は

十
分
取
る
、
な
ど
ス
ッ
キ

リ
し
た
紙
面
に
こ
こ
ろ
が

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
も
、
広
報

特
別
委
員
会
が
担
当
し
、

当
日
資
料
と
し
て
議
会
だ

よ
り
が
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
す

る
だ
け
あ
っ
て
、

見
や
す
さ
、
わ
か

り
や
す
さ
と
い
う

点
で
は
レ
ベ
ル
が

高
い
紙
面
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
点

で
は
学
ぶ
べ
き
こ

と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

特別委員会の動き

広報
特別委員会

　

甲
賀
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お

り
第
３
回
の
議
会
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
６
会
場
で
、
常
任

委
員
会
、
特
別
委
員
会
等

で
調
整
さ
れ
た
３
班
（
１

班
８
人
程
度
）
で
分
担
し

ま
す
。

　

今
回
は
主
に
９
月
議
会

の
報
告
で
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
質
疑
・
意
見

交
換
も
行
い
ま
す
。
ど
ち

ら
の
会
場
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

７
月
21
日
兵
庫
県
淡
路
市
、
７
月
22
日
和

歌
山
県
紀
の
川
市
で
各
議
会
だ
よ
り
編
集

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
の
ご
案
内

日時 会場 住所 班

平成27年
11月12日（木）
19:00～21:00

かふか生涯学習館 甲賀市甲賀町大原中886 2

甲南庁舎大会議室 甲賀市甲南町野田810 3

平成27年
11月13日（金）
19:00～21:00

水口中央公民館 甲賀市水口町本丸１-20 2

土山開発センター 甲賀市土山町北土山1715 1

平成27年
11月14日（土）
19:00～21:00

あいこうか市民ホール 甲賀市水口町水口5633 3

信楽開発センター 甲賀市信楽町長野1252 1

◆
甲
賀
市
の
議
会
議
員
及

び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
お

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
立

候
補
の
機
会
均
等
や
候
補

者
間
の
選
挙
運
動
の
機
会

均
等
を
図
る
手
段
と
し
て

選
挙
公
営
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
方
公
共
団
体
が
候
補
者

の
選
挙
運
動
の
費
用
の
一

部
を
負
担
す
る
制
度
で
、

地
方
公
共
団
体
の
条
例
に

基
づ
く
制
度
で
す
。

　

県
内
で
は
す
で
に
他
市

も
こ
の
制
度
を
導
入
し
て

お
り
、
甲
賀
市
も
こ
の
た

び
の
九
月
議
会
に
お
い
て

議
員
提
案
で
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
公
職
選
挙

法
の
規
定
に
基
づ
き
議

会
議
員
及
び
長
の
選
挙
運

動
に
お
け
る
自
動
車
の
使

用
、
ビ
ラ
（
長
の
選
挙
に

限
る
）
の
作
成
及
び
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
の
公
費
負
担

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　

自
動
車
で
は
、
ハ
イ
ヤ

ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
代
、
燃

料
、
運
転
手
の
報
酬
に
か

か
る
費
用
の
一
部
が
負
担

さ
れ
ま
す
。

◆
甲
賀
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

女
性
議
員
が
活
躍
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
議
会

を
活
性
化
し
、
よ
り
よ
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
た
め
、
出
産
に
伴
う
議

会
の
欠
席
に
関
す
る
規
定

を
設
け
る
も
の
で
、今
回
、

会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

議
員
・
委
員
会
提
案
の
条
例
と
規
則
の
解
説

視察研修先の広報誌
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９
月
29
日
第
２
回
定
例

会
で
条
例
改
正
１
件
、
公

立
甲
賀
病
院
一
般
会
計
と

病
院
事
業
会
計
各
決
算
の

認
定
及
び
旧
病
院
解
体
工

事
に
係
る
契
約
変
更
の
計

４
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

◆
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

番
号
法
施
行
に
伴
い
、

実
施
機
関
（
公
立
甲
賀
病

院
）
に
よ
る
保
有
特
定
個

人
情
報
の
目
的
外
利
用
や

情
報
の
提
供
の
制
限
等
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

旧
病
院
解
体
工
事
の
追

加
工
事
に
よ
り
変
更
で
、

水
銀
汚
染
除
去
工
事
、
桜

の
伐
採
及
び
保
存
な
ど
で

す
。

　

水
銀
汚
染
４
箇
所
で
１

〜
５
m
掘
り
下
げ
搬
出
、

分
解
加
熱
処
理
が
さ
れ
ま

す
。
搬
出
土
量
は
６
２

６
．
２
t
。
ま
た
伐
採
す

る
桜
２
本
か
ら
穂
木
を
採

取
し
新
病
院
等
へ
移
植
予

定
と
の
こ
と
。
増
額
４
千

4
8
4
万
８
千
円

◆
一
般
質
問
答
弁
の
一
部

　

経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
中

で
医
師
看
護
師
の
確
保
に

つ
い
て
、
大
学
や
看
護
学

校
と
連
携
を
深
め
、

医　

師
62
人

（H26）
↓
66
人

（H27）

看
護
師
330
人

（H26）
↓
350
人

（H27）

と
改
善
が
見
ら
れ
、
看
護

基
準
７
対
１
を
達
成
。
地

域
医
療
支
援
病
院
承
認
と

患
者
確
保
に
努
め
る
。

（
文
責　

的
場
計
利
）

　

９
月
29
日
第
３
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26

年
度
決
算
・
平
成
27
年
度

補
正
予
算
・
条
例
改
正
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

26
年
度
一
般
会
計
決
算

歳
入
総
額
36
億
9
8
0
6

万
円

歳
出
総
額
36
億
4
3
5
1

万
円

（
主
な
歳
入
）
分
担
金
及

び
負
担
金
26
億
5
2
3
9

万
円
・
使
用
料
及
び
手
数

料
４
億
1
4
7
0
万
円
。

（
主
な
歳
出
）
消
防
費
20

億
6
8
8
5
万
円
・
衛
生

費
11
億
3
5
6
1
万
円
。

│
主
な
質
疑
│

　
　

滞
納
整
理
事
務
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
　

構
成
団
体
そ
れ
ぞ
れ

の
議
会
で
議
決
さ
れ
た

「
組
合
の
共
同
事
務
」
と

し
て
行
っ
て
き
た
滞
納
整

理
業
務
に
つ
い
て
は
、
組

合
規
約
に
則
っ
て
適
切
に

事
務
を
進
め
る
。

　
　

ご
み
処
理
施
設
の
整

備
計
画
と
そ
の
財
源
は

　
　

両
市
参
画
の
検
討
委

員
会
に
お
い
て
今
後
の

施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

検
討
・
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、

国
の
支
援
制
度
を
検
討

し
、
両
市
の
負
担
軽
減
に

努
め
る
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３

９
万
円
を
追
加
し
予
算
総

額
33
億
４
４
１
８
万
円

（
文
責　

橋
本　

律
子
）

問答

問答

組合議会の動き

甲賀広域
行政組合
議会

公立甲賀
病院組合
議会

平
成
27
年

　

第
２
回
定
例
会
開
催

平
成
27
年

　

第
3
回
定
例
会
開
催

７月２日 総務常任委員会行政視察 千葉県君津市
７月３日 総務常任委員会行政視察 神奈川県厚木市
７月６日 文教常任委員会行政視察 石川県中能登町
７月７日 文教常任委員会行政視察 石川県能美市
７月８日 広報特別委員会 編集会議
７月８日 民生常任委員会行政視察 兵庫県洲本市
７月９日 民生常任委員会行政視察 徳島県那賀町
７月13日 総務常任委員会

７月13日 産業建設常任委員会行政視察 京都府綾部市、
兵庫県豊岡市

７月14日 産業建設常任委員会行政視察 京都府城陽市
７月14日 視察受入【青森県五所川原市議会】議会広報
７月15日 広報特別委員会 編集会議
７月15日 庁舎整備特別委員会
７月21日 広報特別委員会行政視察 兵庫県淡路市
７月22日 広報特別委員会行政視察 和歌山県紀の川市
７月23日 視察受入【兵庫県西脇市議会】  議会広報
７月24日 文教常任委員会
７月27日 議会改革推進特別委員会
７月31日 議会運営委員会

議会活動報告（７月～９月）
８月７日 産業建設常任委員会
８月24日 議会運営委員会
８月31日 本会議 決算議案等上程
８月31日 議会運営委員会
９月１日 本会議 条例議案等上程
９月８日 本会議 議案審議・採決・付託
９月10日 本会議 一般質問
９月10日 広報特別委員会 編集会議
９月11日 本会議 一般質問
９月14日 本会議 一般質問
９月14日 議会運営委員会
９月15日 本会議 一般質問
９月16日 決算特別委員会
９月17日 決算特別委員会
９月18日 決算特別委員会
９月24日 決算特別委員会
９月25日 総務・民生・文教・産業建設常任委員会
９月30日 本会議 委員長報告・質疑・討論・採決

119番通報種別受信状況

火災 34

救急
2279

救助 17警戒 3
調査 12

同報 165

通報訓練
148

いたずら 50

誤報 116

その他・問い合わせ
257

転送 24 通報テスト 160

ベルのみ 122
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　９月19日（土）さわやかな秋晴れのも
と、水口小学校で運動会が行われまし
た。１年生は、入学して初めての運動
会。ゴールまで力いっぱい走りきりまし
た。２・３・４・５年生は、昨年より成
長し、元気な姿を見せてくれました。６
年生は、小学校最後の運動会。力強い演
技で、悔いの残らないように全力を尽く
しました。一人ひとりが、頑張っている
姿が伝わり素晴らしい運動会でした。

（写真撮影：片山　修委員）

市議会だより　№44 24こ
う
か
市
議
会
だ
よ
り

2015.11.1
V
ol.44

編
集
■
広
報
特
別
委
員
会
  発
行
■
甲
賀
市
議
会

この広報紙は古紙パルプを配合しています。

編集後記編集後記
■今号で延べ8回発行に携わり、毎号の編
集会議で議論の中で研鑽を積み重ね、コン
クールの受賞もできました。もちろん評価
は市民の皆さんから読まれ、親しまれ、期
待され、お役に立っているかが要であるこ
とは言うまでもありません。「毎号進化」を
心がけました。■また、他市からの視察受
け入れが2年間で計８回。このことが多様
な観点での研修の場になりました。■編集
を通じて自ら多様な考え方、議会と議会で
取り上げられた課題により深い理解を得ら
れたことも何よりの成果でした。次号から
次期委員会にバトンを引き継ぎます。　

（広報委員長　小西喜代次）

12月議会の予定
11月30日 ㈪ 本会議（第１日）
  議案上程
12月７日 ㈪ 本会議（第２日）
  議案審議、採決、付託等
12月９日 ㈬ 本会議（第３日）
  一般質問
12月10日 ㈭ 本会議（第４日）
  一般質問
12月11日 ㈮ 本会議（第５日）
  一般質問
12月14日 ㈪ 本会議（第６日）
  一般質問
12月15日 ㈫ 委員会
12月16日 ㈬ 委員会（予備日）
12月18日 ㈮ 本会議（第７日）
  最終日

〒
528-8502　

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6053番

地
TE
L.0748-65-0654  FA

X
.0748-63-4373

E
-m
ail:koka05101000@

city.koka.lg.jp

“こうか
　再発見”
“こうか
　再発見”

VVoVoVool.l..111166666 市内の

　水口曳山祭は江戸時代中期の享保年
間、この町に住む町民の力によって創り
出された水口神社の祭礼です。
　祭礼に曳山が登場したのは1735 年
（享保 20年）のことで、当時は９基の曳
山が巡行し、賑わいました。
　現在では、16基が曳山保有町で維持
管理され、そのうち１基が毎年交替で、
甲賀市水口歴史民俗資料館に展示され
ています。

水口町
水口曳山まつり

ひき

原風景

　正面刻銘「三界　南無阿弥陀佛　萬霊」徳本上人
（宝暦８年〈1758〉～文政元年〈1818〉）は、江戸時代
の浄土宗の僧で、紀伊国日高郡の出身。難行苦行の後、
日本全国を行脚し、庶民の苦難を救った念仏行者で、
「徳本行者」とも呼ばれた。
　徳本上人が布教した地域では徳本が記した蔦文字と
呼ばれる独特の字体で書かれた六字名号の石碑が建立
されている。徳原の碑は自然石を使った大型のもので、
徳本没後の嘉永６年（1853）に地元の僧最誉上人の時
に建立された。六字名号の両脇に「三界」「萬霊」とあ
るのが珍しい。

土山町
徳原の「徳本上人六字名号碑」徳徳徳徳徳原原原原原原ののの「の 徳徳本本上上人人六六六六字名名号号号碑」」

　今号でこのシリーズはひとまず終わります。
次号からは新しい広報委員会でテーマが検討され
ます。市民のみなさんのご提案をお寄せ下さい。
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